
いすみ鉄道の夜（上原）

＝平成29年＝

 NO. 588
議会だより掲載号



■開催日　
　　前夜祭　9月30日（土）雨天中止
　　本祭　　10月1日（日）雨天中止
■場所
　　前夜祭　大多喜城下商店街
　　　　　　桜台交差点～猿稲交差点
　　本祭　　大多喜小学校、大多喜城分館ほか

　お城まつりは平成26年度から実施主体を民間主導に移し、実行委員会により
運営しています。実行委員長は昨年に引き続き髙橋喜彦さん。商工会副会長の
ほか、大多喜町少年柔道クラブ顧問として地域に根差し活躍されています。
 「町のまつりを代表するお城まつり。町のみなさんと実行委員会メンバーの知
恵と実行力により、年々賑やかさを増し多くの方に来場して頂いています。
　今年は藤岡弘、さんと渡辺正行さんの両名にご参加頂きます！みんなでお城
まつりを盛り上げましょう！」

藤岡弘、さんと
渡辺正行さんが

武者行列に参加

実行委員長
髙橋喜彦さん

43
第

回

  藤岡弘、
（俳優・武道家）

渡辺正行
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▲ふだんから家族と「万一の時の集合場所」などを話し合っておきましょう。
ひとり暮らしの人は、いざというときに助け合える人や連絡が取れる人を確認
しておきましょう

　災害に備えて、非常持出品を家族の人数分用意し、すぐに持ち出せる
場所に保管しておきましょう。
□ 携帯ラジオ（予備電池含む） □ 懐中電灯（予備電池含む）
□ 非常食、飲料水（3日分） □ ライター、ナイフ、皿
□ ビニール袋などの生活用品 □ 下着、靴下などの衣類
□ 救急薬品、常備薬 □ 現金
＊この他にも、預金通帳・保険証などを、いざという時にすぐに持ち出
せるようにしておきましょう。

▲備蓄品・非常持ち出し品
は、玄関や寝室などすぐに持
ち出せる場所に置きましょう

大多喜町防災訓練は、11月5日（日）に旧上瀑小学校で実施します。災害から命を守るため、積極的なご参加
をお願いします。　問合せ　総務課　消防防災係　☎82－2111

日ごろの備えが大切です
～
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
～

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
は
大
正
12
年
（
１
９
２
３
年
）
に
関
東
大
震
災
が
起
き
た
こ
と
、

ま
た
暦
の
上
で
台
風
の
多
い
二
百
十
日
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
台
風
、
地
震
な
ど
の
災
害
に
対
す
る
認
識
を
深

め
、
平
時
の
備
え
に
つ
い
て
確
認
す
る
日
と
し
て
、
昭
和
35
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
い
つ
災
害
が
発
生
し
て
も
慌
て
な
い
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
、
自
分
の
防

災
対
策
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
族
で
取
り
組
む
防
災
対
策

①
家
具
な
ど
の
転
倒
・
落
下
防
止
策

　

地
震
の
際
の
た
ん
す
、
テ
レ
ビ
、

食
器
な
ど
の
転
倒
・
落
下
防
止
策
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

②
避
難
口
の
確
保

　

安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
出

入
り
口
や
通
路
に
は
物
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
場
所
の
確
認

　

避
難
場
所
と
非
常
時
の
連
絡
方
法

は
、
日
頃
か
ら
家
族
全
員
で
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
非
常
用
持
出
品
の
準
備

　

避
難
す
る
時
に
持
ち
出
す
最
小
限

の
必
需
品
を
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な

ど
に
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
定

期
的
に
非
常
食
や
水
な
ど
の
期
限
を

確
認
し
、
新
し
い
も
の
と
取
り
替
え

る
こ
と
も
忘
れ
ず
に
。

⑤
消
火
・
救
急
用
具
の
準
備

　

火
災
や
家
屋
の
倒
壊
な
ど
に
備

え
、
消
火
器
、
バ
ケ
ツ
、
ス
コ
ッ

プ
、
の
こ
ぎ
り
、
車
の
ジ
ャ
ッ
キ
な

ど
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

非常持出品を備え
ましょう ＊チェック欄に印をつけて確認しましょう
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平成２８年度

大多喜町ふるさとづくり寄附金
実績および活用状況

大多喜中学校
ブラスバンド部楽器購入

横山宮原住宅建設 大多喜品川線
高速バス運行維持費用 中学校給食費補助

　教育振興の一環として、ブ
ラスバンド部で使用する楽器
の購入費用として活用しまし
た。（３４１,０００円）

　定住化の促進を図り町内
企業の就業者を対象とした
住宅の建設費用として活用
しました。
（５０,０００,０００円）

　地域振興・定住促進を図るため、町と
都心を結ぶ高速バス運行経費の一部助成
に活用しました。（５６,１３０,０００円）通
学助成や利用者駐車場の維持管理等に活
用しました。（１,６８１,０００円）

　子育て世代の経済的負
担を軽減し、教育の充実
に資するとともに子育て
支援策の一環として活用
しました。
（２,７５１,０００円）

　平成２８年度は、全国各地の皆様から４億円を超える御寄附をい
ただきました。誠にありがとうございます。御寄附は、町の発展・
充実のために大切に活用させていただきます。

▲大多喜町ふるさと基金活用状況

（単位：円）（単位：円）
平成２８年度大多喜町ふるさと基金の状況 大多喜町ふるさと基金残高の使途別状況

平成２７年度末基金残高 1,291,632,672
基金積立金 404,013,720

基金取り崩し額 ▲1,186,219,000

平成２８年度末基金残高 509,427,392
　基金活用状況 　
大多喜中学校ブラスバンド部
楽器購入費用 341,000

中学校給食費補助費用 2,751,000
横山宮原住宅建設費用 50,000,000
高速バス運行維持費用 57,811,000
高速バス運行基金へ積立 93,849,000
ふるさと納税事業 981,267,000

小　計 1,186,019,000

寄附の使途 寄附金額
美しく快適なおおたきを目指した自然環境の保全
及び自然環境を活かした地域の活性化事業 2,767,000

子供からお年寄りまですべての町民が健やかで安心し
て生活できるおおたきを目指した社会福祉事業 974,000

青少年の健全育成及び教育の推進を図る事業 134,000
ふるさとの交通基盤である鉄道及びバス路線
への支援及び沿線の環境美化推進事業 1,443,000

文化財の保護及び地域の伝統・文化等の伝承事業 662,000
ふるさとの農林業及び商工業の振興に関する事業 222,000
高速バス運行事業 5,623,000
面白峡遊歩道整備事業 159,398,000
ふるさと納税事業に係る経費へ活用予定 169,942,790
まちづくりの課題に応じ、町長が指定する事業 168,261,602

合計 509,427,392

全国からたくさんのご寄附をいただきました！
平成２８年度寄附件数および寄附金額６,７４３件４０４,０１３,７２０円
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　10月1日（日）から、職員が行っていた17時15分から翌朝8時30分までの役場庁舎の宿直業務
を民間委託することになりました。
　これまで行っていた庁舎警備、戸籍届出等の受領、緊急連絡等の職員への取り次ぎなどの業務
は、警備員が行うことになります。
　なお、閉庁日の8時30分から17時15分までの日直業務につきましては、引き続き職員が行いま
す。皆様のご理解とご協力をお願いします。
○問合せ　総務課　総務係　☎82－2111

　平成２９年１０月中旬から１２月末までの間、大多
喜町B&G海洋センターテニスコートの改修工事を行い
ます。
　この工事は、「スポーツ振興くじ助成事業（toto助成
事業）」の補助を受け、人工芝の張替を行うものです。
　ご利用の皆様にはご不便、ご迷惑をお掛けします
が、ご協力をお願いします。
○問合せ
　大多喜町B＆G海洋センター
　☎82－2462

　町では、ごみの減量化の推進に向けた取り組みを行っています。ご家庭の皆さまにおかれまし
ては、ごみの排出の際に以下のとおり適切なごみ出しに、なお一層のご協力をお願いします。
○ご家庭に配布済みであります「ごみの正しい出し方」にもとづき、適切なごみ出しにご協力く

ださい。
○可燃ごみのうち、生ごみは町から配布している「水切りダイエット」を利用するなど、十分に
水分を切って出し、集積場が不衛生な状況にならないように心がけましょう。

○家庭用生ごみ処理容器等補助金制度を活用し、生ごみの減量化および堆肥化を図りましょう。
○絶えずごみの減量化に意識をもちましょう。
　私たちの暮らしの中で、ごみは必ず発生するものですが、一人一人の心がけにより、ごみを減
らすことはできます。
　皆さまのご協力によりごみ処理の適正化を図り、限りある資源を有効に活用し、美しい町づく
りに心がけましょう。
○問合せ　環境水道課　環境センター係　☎83－0331
　　　　　補助金制度に関することは　環境水道課　環境係　☎82－2067

▲改修予定のテニスコート

役場宿直業務を民間委託します

「大多喜町B&G海洋センターテニスコート」
改修工事のお知らせ　

ごみの減量化にご協力をお願いします！
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税金は納期内に
納めましょう

大切な契約や
遺言書は公正証書で

「火の用心　ことばを形に　習慣に」
全国統一防火標語

  「住宅用火災警報器」を付けていますか？
　夷隅広域消防本部管内の設置率は低迷しています。住宅用
火災警報器は、煙や熱を感知し、火災をいち早く知らせてく
れる優れものです。自分自身や家族の命を守るため、住宅用
火災警報器を設置しましょう。また、「買ってきたけど取付
けられない。」「何処につければ良いのかわからない。」等の
ために、消防署では取付け支援を行っています。最寄の消防
署や分署へ連絡し、職員からの説明や取付け指導を受けて下
さい。職員が依頼されたお宅を訪問し機器を取付けることも
可能です。
　なお、既に設置されているご家庭では、電池切れやホコリ
によって誤作動を起こす場合がありますので、定期的な鳴動
チェックと機器の掃除を行いましょう。
〇問合せ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合消防本部予防課
　☎８０－０１３２

◆日時　10月1日（日）10時から16時まで
◆場所　千葉地方法務局本局
◆相談員　法務局職員、司法書士、公証人、人

権擁護委員など
◆相談について（30分程度）

相続、贈与／会社・法人の設立や役員変更等
の商業・法人登記／土地の境界／近隣関係等
の人権問題に関する相談　など

◆「未来につなぐ相続登記」公開講座
　（定員各30名)

①「遺言のすすめ」10時～12時まで
　②「相続登記はお済みですか？」13時～14時

30分まで
◆その他　秘密は厳守します。相談・公開講座

ともに無料・予約優先制。
〇問合せ　千葉地方法務局総務課
　☎０４３－３０２－１３１１
※予約は９月１日（金）から受け付けます。

住宅用火災警報器
設置しましょう

全国一斉！
法務局休日相談所

　9月は、国民健康保険税第3期の納
付月です。10月2日（月）期限内の
納付をお願いします。
　納税は便利な口座振替をご利用く
ださい。申込手続は、ご希望の町内
金融機関、郵便局の窓口で行うこと
ができます。納付書により納付され
る方は、役場、金融機関、郵便局、
コンビニエンスストアでの納税をお
願いします。
※納税が困難な方は、開庁日の8時

30分から17時までにご相談くだ
さい。

○問合せ
　税務住民課　収納対策係
　☎ 8 2 － 2 1 2 2

　10月1日（日）～ 7日（土）の公証週間にあわ
せて、公証役場無料相談所を開設します。秘密
は厳守しますので、お気軽にご相談ください。
▼日時・場所（予約制）
　①10月1日（日）10時～16時まで
　　茂原公証役場
　②10月6日（金）9時30分～12時まで
　　茂原市役所5階505会議室
▼相談内容
　公正証書による遺言書、土地・建物の賃貸

借、金銭の貸借、子どもの養育費の支払いな
どの契約書の作成

▼相談員
　茂原公証役場　公証人　磯山　博
〇予約および問合せ
　茂原公証役場　☎ 0 4 7 5 － 2 2 － 5 9 5 9

消防

お知らせ お知らせ

税金
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（平成29年6月26日開会）

議案番号 件　　　　　名 採決結果

議案第９号
財産の取得について

可決勝浦消防署に更新配備する高規格救急自動車を、千葉日産自動車株
式会社から購入することにしました。

議案第１０号
財産の取得について

可決勝浦消防署に更新配備する水槽付き消防ポンプ自動車を、日本機械
工業株式会社から購入することにしました。

〇問合せ　夷隅郡市広域市町村圏事務組合　☎８６－６６００

　国保国吉病院組合（いすみ医療センター）では、平成30年度採用の職員を次のとおり募集します。

試験職種 採用予定者数 受験資格
薬剤師 1名 昭和57年4月2日以降に生まれた者（看護師に

ついては昭和47年4月2日以降に生まれた方）
で、資格免許を取得している者又は平成30年
春季までに取得見込みの者。

理学療法士又は作業療法士 2名
看護師 5名
一般行政職(社会福祉士) 1名

　防衛省自衛隊では、次のとおり自衛官（学生）を募集します。

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日（期間）

防衛大学校
学生

推　薦
高卒（見込含）21歳未
満（高等学校長の推薦等
が必要です。） 9月5日～9月7日 9月23日・24日

総合選抜

高卒（見込含）
21歳未満

1次：9月23日
一般（前期） 9月5日～9月29日 1次：11月4日、5日

一般（後期） 3 0 年 1 月 2 0 日 ～
3 0 年 1 月 2 6日 1次：30年2月17日

防衛医科
大学校

医学科学生 9月5日～9月29日
1次：10月28日、
　　  10月29日

看護学科学生 1次：10月14日

●試験申込書の配布および提出先　いすみ医療センター　総務課
●受付期間　10月6日(金)まで（土日・祝日は除く）※郵送の場合も期限内必着のこと
●試験日時および場所　第1次試験　書類審査のため試験日時はありません
　　　　　　　　　　　第2次試験　10月下旬の平日に実施予定
※詳しくは、いすみ医療センターのホームページをご覧になるか、お問合せください。
〇問合せ　いすみ医療センター　総務課（いすみ市苅谷1177）☎ 8 6 － 2 3 1 1

※詳しい内容は、お問い合わせください。
○問合せ　自衛隊　茂原地域事務所（千葉地方協力本部）　☎ 0 4 7 5 － 2 5 － 0 4 5 2

　 平成29年第1回夷隅郡市広域市町村圏事務組合
議会臨時会議決結果

自衛官募集

国保国吉病院組合（いすみ医療センター）職員募集
募集

お知らせ

募集
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　小中学校音楽発表会（町教育研究会
主催）が、中央公民館ホールで開催さ
れました。全体で合唱が行われた後、
各学校の発表が行われました。各学校
とも、日頃の練習の成果を十分に発揮
した素晴らしい発表で、客席に詰め掛
けた大勢の保護者からは、子どもたち
へ大きな拍手が贈られていました。

　６月２５日（日）に成田市大栄Ｂ＆Ｇ海洋センターに
おいて、千葉県Ｂ＆Ｇ海洋センタースポーツ大会水泳
の部が開催されました。大多喜町からは大多喜小学校
の石

いしばし

橋公
きみ

秀
ひで

さん、井
い

守
もり

悠
はる

真
ま

さん。西小学校の野
の ぐ ち

口滉
こう

矢
や

さん、山
やま

﨑
ざき

成
な る み

美さんの合計４名が出場し、大多喜町は
団体で第５位となりました。
　選手たちは練習の成果を発揮し、軽快な泳ぎを披露

　子どもたちの安全のため7月21日（金）に夜間防犯パト
ロールを実施しました。
　９人が参加したパトロールは、大多喜駅やオリブ周辺を中
心に行われ、地域の社会環境向上や安心安全なまちづくりを
目的に続けられています。

今年度で最後の開催

小中学校音楽発表会

千葉県Ｂ＆Ｇ海洋センタースポーツ大会

スイマーたちが活躍

大多喜町青少年相談員連絡協議会

夜間防犯パトロール

▲大多喜町Ｂ＆Ｇ海洋センター選手団 すると共に、他センター
の選手達との交流を深め
ました。個人入賞者を紹
介します。なお、入賞さ
れた２名は全国大会へ出
場されました。

区　分 種　目 順位／タイム  氏名（敬省略）

小学５～６年男子

２５ｍ自由形
５０ｍ自由形

第２位　１７秒５０
第２位　３７秒４３ 山

やま

﨑
ざき

　成
な る み

美

２５ｍ背泳ぎ
５０ｍ平泳ぎ

第２位　２２秒５９
第３位　５４秒７９ 野

の ぐ ち

口　滉
こう

矢
や

▲大多喜小学校

西中学校▶

▲大多喜中学校

▲西小学校
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　７月２２日（土）に夷隅スポーツ広
場でキックベースボール大会が開催さ
れました。今年はいすみ市と合同大会
ということもあり、１６チーム、総勢
２０９名の子どもたちが参加しまし
た。暑い中にもかかわらず、白熱した
試合が繰り広げられました。栄えある
優勝にＤＲＥＡＭ　ＦＩＥＬＤ（西地
区）が輝きました。

　7月30日（日）に茂原市
で開催された茂原七夕ま
つりYOSAKOI 夏の陣に、
文化団体の大多喜かぐや
蓮 が 初 参 加 し ま し た 。
「大多喜マンボ！～平成
大多喜音頭～」を演舞で
披露。息の合った力強い
踊りで、茂原市部課長会
賞を受賞しました。

　大多喜町国際交流協会の活動として、７月９日か
ら１４日の６日間にわたり、台湾の南投県にありま
す集集鎮の陳鎮長を始めとした、永昌小学校の児童
１０名を含む２０名が町を訪れました。
　大多喜町と集集鎮の交流はいすみ鉄道と、台湾に
ある集集線の「姉妹鉄道締結」がきっかけとなり、
平成２７年から行われてきました。今回の交流はこ
の関係が未来に続いていくようにという双方の願い
から小学生を招待したものです。
　期間中は、大多喜小学校で小学生同士の交流、大
多喜城で甲冑の着付け、粟又の滝の観光などを楽し
みました。

青少年のつどいいすみ市・大多喜町合同大会

ＤＲＥＡＭ　ＦＩＥＬＤ(西地区)が優勝

茂原七夕祭りに初参加

大多喜かぐや蓮が茂原市部課長会賞

大多喜町国際交流協会

台湾からのお客様をおもてなし
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　7月25日、保健センターで
トットくらぶが行われました。トッ
トくらぶは未就園のお子さんと保護者の方を
対象とした子育て支援の場です。
　今回は親子クッキングをテーマに暑い夏に
ぴったりな冷たいスイーツ「みかんチーズ
ケーキ」を作成。ビニール袋に材料を入れて
モミモミ・・・道具を使わず簡単に出来て、
お子さんも楽しく参加していただけました。

　夷隅地区保護司会の主催による第67回「社会を明
るくする運動」夷隅地区大会が開催されました。こ
の大会は、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たち
の更生について理解を深めていくことを目的とし、
毎年、強調月間である7月に夷隅郡市内の関係者が
参加し開催されています。
　今年は7月19日（水）に大多喜町立中央公民館を会

　養老渓谷観光協会主催のごみ拾いが行われまし
た。旅館、観光施設、商店、食堂、漁協、行政など
さまざまな方が参加してのごみ拾い。
　今回は夏休みの時期に合わせて、ハイキングコー
スなど、養老渓谷駅～粟又の滝まで広範囲を数名ず
つのチームに分かれて実施しました。参加した米本
さん（小沢又）は、「コースによっては前よりごみ
が少なかった。マナー向上の啓発を続け、みんなに
避暑や観光を楽しんでほしい」と話しました。

犯罪・非行防止 更生への理解を深める

社会を明るくする運動

養老渓谷のごみ拾い

夏季観光シーズンの準備、着々と

親子クッキング

小さなパティシエさんが活躍

場に開催され、式典後のアトラクションでは、昨年度の千葉県作
文コンテスト入賞作品の朗読や千葉県警察音楽隊による演奏が行
われ、会場に集まった参加者約400人から盛大な拍手が送られてい
ました。保護司は、法務大臣から委嘱された、地域で更生保護活
動を担う民間のボランティアで、安全・安心な地域社会づくりに
関わる様々な活動を行っています。
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　大多喜中学校と西中学校でＡＬＴとして3年間、英語
を教えていたメイアン先生（写真右端）がフィリピン
へ帰国することになりました。大多喜中学校では終業
式の日に生徒から花束が渡され、明るく気さくなメイ
アン先生との別れを惜しみました。
　メイアン先生は「皆さんのおかげで、より良い人と
なって、日本を離れることが出来ます。ここで学んだ
全てのことは、より良い教師となるために、生かして
いきます。どうぞお元気で。皆さまの幸運を祈ってい
ます」と日本語で挨拶をされました。

　7月25日から28日までの4日間、町内の小学校１
年生から３年生までの希望者を対象に「サマース
クール」を開催しました。
　この事業は、子どもたちへの学習支援及び学習の
習慣化を図ることを目的としています。
　参加児童は夏休みの課題やドリル教材を講師の先
生や大多喜高等学校のボランティア生徒にアドバイ
スをもらい一生懸命取り組んでいました。

　7月22日（土）に、消防技術を競う第53回千葉県消防操法大会が県消防学校で行われました。
　小型ポンプの部に出場した大多喜町消防団第１分団第１部（筒森・大田代・小田代・葛藤）は出場
隊１２隊中、第６位（努力賞）を受賞しました。

God bless you!～幸運を祈っています～

ALTのメイアン先生が帰国

夏休み中の勉強、講師や高校生が支援

サマースクールで「あ、分かった！」

熟達した規律を県大会で披露！

千葉県消防操法大会に第１分団第１部が出場

広報おおたき No.588　H29.8.2411



里山を元気に

５名の町民記者が、
毎号１人ずつ身近な話題を取材します！ 第６回 細谷 京子さん（老川）

　養老渓谷ふる里を守る会は、養老渓谷の自然保護、遊休地を活用し地域
の活性化につなげようと平成１６年、賛同者４２名で『養老渓谷ふる里を
守る会』（岡本敏男会長）がスタートした。
　この会は、平成１３年に町主催の人材育成研究会に地区の有志が参加
し、学んでいくなかで育まれてきたものです。
　同年、千葉県と里山活動協定を締結し、町と共に活動の助成、助言、指
導を受けながら花木の植栽、管理等を行いました。
　当初は、草刈機、チエンソー等を初めて手にする会員も多く、真夏の荒
廃地の竹林除去、雪降る中での大木の伐採、蜂、やぶ蚊、山ビルとの戦い
の草刈りと苦労する作業の連続でした。
　整地した土地に植栽「花木園」として梅・桜・ツツジ・アジサイ・モミジが四季折々に咲き誇り、
観光客や地域の人達の目を楽しませています。

地域への熱い想いで…里山の保全、整備、花木の植栽、管理を
〜養老渓谷ふる里を守る会〜

麻綿原の妙法生寺　そば供養に大勢の人たちが舌鼓

　アジサイが一面に咲き誇る麻綿原高原の妙法生寺で７月１６日、そば
供養が行われました。そば供養は、そばが好きだった上人の遺徳をしの
んで、毎年７月の第３日曜日に行われています。
　県内外から訪れた大勢の人々に、そば・トウモロコシ・牛乳が振る舞
われ、また、境内では津軽三味線の演奏も行われていました。
　麻綿原のアジサイは、昭和２６年、前住職の　輪日受上人が廃寺を再
興し、アジサイを植えたことに始まり、丹精を込めて育てられ現在は2万株にもなりました。
　今年は梅雨時の雨が殆どなく、猛暑でしたが当日は、満開のアジサイを眺め、『日本の残したい音風
景100選』に選ばれたヒメハルゼミの鳴き声に囲まれ楽しい一日となりました。

　訪れた人達は、「最近、蝉の鳴き声を聞くことがなかったので、そばを
味わいながら聞くことができ良かった。また来年も来たいです。」、鹿島
市から来たクラブチームの子どもたちは「美味しくてお代わりしたよ。」
と笑顔で頬ばっていました。
　
　今回初めてという方も多く、行事をとおして大多喜町の自然と文化をた
くさんの方に知っていただく良い機会になればと思います。

　発足から１３年経った現在、世代交代もあり会員は女性２
名を含め３４名。平日と日曜日の月２回、葛藤・小田代（塚
越）の山林（４ｈａ）、里山の整備・管理に汗を流していま
す。
　会員の年代、職業も様々ですが年配者からの経験談なども
語られ、人材育成、後継者育成につながり、会の活動の域も
広がってきました。
　この時期の作業は草刈り作業が主ですが、足場の悪い急斜
面も慣れた手つきで草刈り機を使い、活動をしています。
　猛暑に負けない「養老渓谷ふる里を守る会」の皆さんの熱
い想いを感じ、私にも何か出来ることはないかと考えさせら
れるこの頃です。

町 記 レ民 者 ポ ー ト
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～協力隊からのお知らせ～～協力隊からのお知らせ～

日々の活動を掲載います。
「いいね！」をお願いします！
日々の活動を掲載います。
「いいね！」をお願いします！

フェイスブック更新中フェイスブック更新中若者インタビュー協力者大募集若者インタビュー協力者大募集
ご協力いただける方がいましたら

☎0470－82－2112（企画課内）
地域おこし協力隊 能城まで

ご連絡をお願いします。

ご協力いただける方がいましたら
☎0470－82－2112（企画課内）
地域おこし協力隊 能城まで

ご連絡をお願いします。

⑩

　大多喜町地域おこし協力隊の能
の ぎ り

城里沙
さ こ

子です。まだまだ暑い日が続いておりますが、いかがおすごし
ですか。今月も、皆様に日々の活動を報告させていただきます。

　若い人たちの大多喜町に対する想いや情熱を発信していく事で、地域全体を盛り上げていきたいと
考えています。その中から、今月は二つの記事を紹介します。他の記事は、協力隊フェイスブックにて
ご覧頂けます。

勝浦いすみ青年会議所のイベントに出席しました

大多喜町若者100人インタビュー

　

7
月
16
日
㈰
御
宿
町
公
民

館
に
て
開
催
さ
れ
た
、
勝
浦
い

す
み
青
年
会
議
所
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
『
～
そ
う
だ
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
聞
い
て
み
よ
う
～
』

に
出
席
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
い
す
み

市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
３

名
と
と
も
に
、
日
々
の
活
動

報
告
の
ほ
か
、
事
前
に
各
区

長
様
か
ら
頂
い
た
質
問
を
参

加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
る
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
空
き

家
の
活
用
法
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
２
点
が

議
題
と
し
て
あ
が
り
、
短
時

間
か
つ
難
し
い
議
題
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
い
す
み
市
や

勝
浦
市
な
ど
近
隣
市
町
村
の

現
状
や
活
動
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

い
す
み
鉄
道
大
多
喜
駅
か
ら
ほ
ど
近

く
、
町
の
中
心
部
に
あ
る
板
金
工
業
。
今

か
ら
70
年
前
に
創
業
し
た
、
歴
史
あ
る
板

金
屋
の
三
代
目
代
表
取
締
役
を
務
め
る
市

川
さ
ん
。

　

板
金
と
い
う
と
車
屋
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
が
、
市
川
さ
ん
は
、
外
壁
や
屋
根
な
ど

を
製
造
す
る
建
築
板
金
。
現
場
は
夷
隅
郡

市
内
が
ほ
と
ん
ど
で
、
市
川
さ
ん
と
、
お

父
さ
ん
と
弟
、
従
業
員
の
4
名
で
作
業
を

請
け
負
っ
て
い
る
。

 

「
大
多
喜
は
仕
事
を
す
る
環
境
と
し
て
、

最
適
で
す
。
房
総
の
中
心
に
あ
っ
て
、
ど

こ
に
で
も
行
き
や
す
い
し
、
場
所
も
広
く

て
作
業
も
し
や
す
い
。
都
会
だ
と
、
車
を

と
め
る
だ
け
で
も
一
苦
労
で
す
か
ら
。
」

　

市
川
さ
ん
は
現
在
も
、
町
の
中
心
部
で

両
親
と
奥
様
、
高
校
生
の
子
ど
も
２
人
と

と
も
に
暮
ら
し
て
い
る
。

 

「
娘
も
息
子
も
、
将
来
は
大
多
喜
で
働
き

た
い
っ
て
思
っ
て
く
れ
て
い
る
み
た
い
で

す
。
そ
れ
に
息
子
は
、
自
分
の
仕
事
に
も

興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
み
た
い
で
。

子
育
て
は
奥
さ
ん

に
任
せ
っ
き
り
で

す
が
、
そ
れ
で
も

子
供
た
ち
に
と
っ

て
こ
の
町
で
育
っ

て
い
く
環
境
が
一

番
良
い
ん
だ
ろ
う

な
っ
て
感
じ
て
い

ま
す
。
」

　

東
京
で
生
ま
れ
育
っ

た
髙
橋
さ
ん
が
大
多
喜

町
に
き
た
の
は
半
年
前

の
こ
と
。

　

東
京
で
６
年
間
テ
レ

ビ
番
組
の
Ａ
Ｄ
と
し
て

働
い
て
、
そ
の
後
は
母

方
の
実
家
が
あ
る
離
島

で
建
設
業
と
ホ
テ
ル
マ

ン
。
次
は
マ
レ
ー
シ
ア

に
飛
ん
で
健
康
食
品
の

営
業
を
経
て
、
現
地
の
日
本
人
向
け
の
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
を
作
る
ラ
イ
タ
ー
に
。

 

「
い
ろ
ん
な
仕
事
を
し
て
、
い
ろ
ん
な
問
題

も
あ
っ
た
。
も
う
こ
の
あ
と
は
、
や
り
た
い
こ

と
を
や
ろ
う
っ
て
思
っ
た
と
き
に
、
憧
れ
だ
っ

た
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い
な
っ
て
思
い
ま
し

た
。
」

　

同
じ
く
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
し
て
い
た
母

が
、
各
地
を
巡
っ
て
見
つ
け
出
し
た
の
が
、
宇

筒
原
に
あ
る
二
階
建
て
の
家
。

 

「
こ
こ
は
本
当
に
い
い
と
こ
。
田
ん
ぼ
が

あ
っ
て
山
が
あ
っ
て
空
気
が
穏
や
か
で
。
東
京

で
高
い
家
賃
を
払
っ
て
、
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
の
満

員
電
車
で
通
勤
す
る
く
ら
い
だ
っ
た
ら
、
自
分

は
こ
っ
ち
が
い
い
か
な
っ
て
。
」

　

髙
橋
さ
ん
が
大
多
喜
に
来
て
選
ん
だ
仕
事

は
、
移
動
販
売
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
。
町
内
各
地

を
ぐ
る
ぐ
る
回
り
、
食
材
や
惣
菜
、
生
活
用
品

な
ど
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
品
々
を
販
売

す
る
。

 
「
目
の
前
に
い
る
人
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し

た
か
っ
た
。
地
域
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、
信
頼
が
で
き
て
自
信

が
つ
い
た
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。
」

 「
仕
事
も
子
育
て
も
、
最
適
な
場
所
」

市い
ち
か
わ川 

正ま
さ
と
し敏 

さ
ん

「
目
の
前
に
い
る
人
の

役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
か
っ
た
」

髙た
か
は
し橋 

大だ
い
ち地 

さ
ん

▲イベントの様子
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( 保健事業予定表 )9 〜 10 月

健康福祉課　保健予防係
 ☎ 82-2168（内線 263 ～ 265）

●申込み・問合せ●  けんこうカレンダー

 【お問い合わせ】
〒299-5235　勝浦市出水1224　夷隅健康福祉センター　TEL：73-0145　　FAX：73-0904
mail：isumiho@mz.pref.chiba.lg.jp　　HP：http://www.pref.chiba.lg.jp/kf-isumi/index.html

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

乳幼児相談

9/6

☆9：30～10：30 保健センター

乳幼児とその保護者（対象月の平成28年8月、平成29年1月、
4月生まれの方には個別に通知します）

10/4
乳幼児とその保護者（対象月の平成28年9月、平成29年2月、
5月生まれの方には個別に通知します）

1歳6か月児健診
10/12

☆13：00～13：15
保健センター

平成28年2月1日～平成28年3月31日生まれの方

3歳児健診 ☆13：15～13：30 平成26年3月1日～平成26年4月30日生まれの方

おひさまキッズ
9/19

13：30～15：30 保健センター 成長発達で心配のある乳幼児とその保護者
10/17

赤ちゃん計測会 9/22 10：00～11：30 保健センター
生後１～3か月のお子さんとその家族（対象者の方には個別に通
知します）

離乳食教室 10/5 13：30～15：00 保健センター
乳幼児（平成28年11月、12月生まれ）とその保護者（対象者
の方には個別に通知します）

行事名 日時　☆受付時間　 場　所 対　象　者

子宮頸がん検診 
骨粗鬆症予防検診

9/7

☆ 9：00～11：00 
☆13：00～14：30

農村コミュニティ
センター

【子宮頸がん検診】
20歳以上（平成10年4月1日以前生まれ）の女性
【骨粗鬆症予防検診】

以下に該当する女性
19歳～35歳（昭和57年4月2日～平成11年4月1日生まれ）
40歳（昭和52年4月2日～昭和53年4月1日生まれ）
45歳（昭和47年4月2日～昭和48年4月1日生まれ）
50歳（昭和42年4月2日～昭和43年4月1日生まれ）
55歳（昭和37年4月2日～昭和38年4月1日生まれ）
60歳（昭和32年4月2日～昭和33年4月1日生まれ）
65歳（昭和27年4月2日～昭和28年4月1日生まれ）
70歳（昭和22年4月2日～昭和23年4月1日生まれ）
※上記の年齢は平成30年4月1日を基準日としています

9/15 中央公民館

乳がん検診

10/19

☆ 9：00～11：30 
☆13：00～15：30

農村コミュニティ
センター

【超音波（エコー）検査】
30歳代（昭和53年4月2日～昭和63年4月1日生まれ）の女性
50歳代（昭和33年4月2日～昭和43年4月1日生まれ）の女性
【マンモグラフィ検査】

40歳代（昭和43年4月2日～昭和53年4月1日生まれ）の女性
60歳代以上（昭和33年4月2日以前生まれ）の女性
※上記の年齢は平成30年4月1日を基準日としています

10/20

中央公民館
10/21

おおたきウォーク♪
9/29

☆10：00

農村コミュニティ
センター ウォーキングを行いたい方

※雨天の場合は、室内で体操を行います
10/27 旧総元小学校

☆子どもの事業☆

☆大人の事業☆

☆高齢者の事業☆
行事名 日　時　 場　所 対　象　者

からだいきいき塾
9/1・15・29
10/13・27

9：30～11：30

老人福祉センター ※事前に申し込まれている方

大人の脳トレ教室
9/1・8・15・21・29
10/6・12・20・27

14：00～16：00
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事業名 開催日 受付時間 担当課 備考

精神保健福祉相談
（心の健康相談）

毎月第1・第3木曜日 
9/7・21・10/5・19 14：00～15：30

地域保健福祉課

※予約制

ＤＶ相談 電話相談（月曜日～金曜日）
面接相談（毎週水曜日）

9：00～17：00

専用電話（７３－０８０１）
※面接は予約制

障害のある人への
差別に関する相談 月曜日～金曜日 専用電話（７３－４６３０）

エイズ相談
ＨＩＶ抗体検査 毎月第1・第3月曜日 9：30～11：00 健康生活支援課 ※予約制（無料・匿名）

夷隅健康福祉センター　健康相談日程表

問合せ　夷隅健康福祉センター（勝浦市出水1224）　☎73-0145

定
期
的
に
受
け
ま
し
ょ
う

乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

乳
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　乳
が
ん
の
患
者
数
お
よ
び
死
亡
者
数
は
近
年
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
発
見
さ
れ
る

年
齢
も
40
歳
代
半
ば
か
ら
後
半
に
か
け
て
が
最
も
多
く
、
全
体
的
に
広
い
年
齢
層
で

増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　

が
ん
は
発
見
が
早
い
ほ
ど
治
療
方
法
の

選
択
の
幅
も
広
が
り
、
治
ゆ
率
も
高
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
定
期
的
に
検
診

を
受
け
て
お
身
体
の
状
態
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

※
今
年
度
の
検
診
日
程
、
対
象
者
は
「
け
ん

こ
う
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 《
次
の
方
に
は
検
診
初
日
の
お
お
む
ね
3
週

間
位
前
に
受
診
票
を
送
付
し
ま
す 

》

①
す
で
に
お
申
込
み
さ
れ
て
い
る
方

②
前
年
度
ま
た
は
前
々
年
度
に
受
診
さ
れ

て
い
る
方

③
節
目
年
齢
（
40
・
45
・
50
・
55
・
60

歳
）
と
な
る
方

④
国
が
指
定
す
る
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
対
象

と
な
る
方
（
平
成
30
年
4
月
1
日
を
基

準
日
と
し
て
、
41
歳
と
な
る
方
）

※
上
記
以
外
の
方
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
な
る
べ
く
9
月
22
日
頃
ま
で
に

お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

超
音
波
検
査

　

超
音
波
検
査(

今
年
度
は
30
歳
代
・
50
歳
代
の

方
が
対
象)

は
、
映
し
出
さ
れ
る
画
像
に
よ
り
そ

の
場
で
検
査
技
師
が
検
査
を
実
施
す
る
た
め
、
検

診
車
1
台
の
半
日
あ
た
り
の
受
診
者
数
に
制
限
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
受
診
日
・
受
診
時
間
帯
に
つ
い
て
の
ご
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査(

今
年
度
は
40
歳
代
・

60
歳
代
以
上
の
方
が
対
象)

も
検
診
車
1
台
あ
た

り
の
受
診
者
数
に
限
界
が
あ
る
た
め
、
事
前
に
受

診
日
・
受
診
時
間
帯
を
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
き

ま
す
。
（
指
定
し
た
日
程
で
ご
都
合
の
合
わ
な
い

方
は
、
変
更
の
受
付
を
行
い
ま
す
）

※
ご
予
約
、
日
程
の
変
更
方
法
な
ど
検
診
に
つ

い
て
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
受
診
票
と
一

緒
に
お
送
り
す
る
ご
案
内
文
書
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ス
ム
ー
ズ
に
検
診
を
受
診
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

託児コーナーを開設しています
　検査中にお子さんを一時的にお預かりする「託児コーナー」を乳がん検診で
も開設します。
　「託児コーナー」では、育児のベテランである大多喜町更生保護女性会の方
がお子さんを検査が終わるまでお預かりしますので、子育て中のお母さんも安
心して受診できますので、ぜひご利用してください。
※「託児コーナー」のご利用を希望する方は、事前に健康福祉課保健予防係
　（☎82−2168）までお申し込みをお願いします。
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みんなの年金 国民年金保険料の免除期間・
　　　　　　納付猶予期間がある方へ

地域包括支援
センター

だより
No.121

　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、
納付猶予、学生納付特例の承認を受けられた期間がある場合、
保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金の受け取り額が少
なくなります。
　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、免除等これら
の期間の保険料については、10年以内であれば遡って納める
（追納）ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して3年度目以降の追納の場合、当時
の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。
　追納は、古い月のものから納付することとなりますが、次の点にご注意ください。
・一部免除を受けた期間は、納付すべき保険料が納付されていなければ追納はできません。
・「法定免除・申請免除期間」が「納付猶予・学生納付特例期間」より先に経過した月分である
　場合は、どちらを優先して納めるか本人が選択できます。
　追納のお申込みを希望される方、またはご相談については、年金事務所へお願いします。

○問合せ　千葉年金事務所　☎０４３−２４２−６３２０

認知症地域支援推進員を配置します
　認知症は特別な病気ではなく、私たちや家族など身近な方にも起
こりうる病気です。「認知症になっても、住み慣れた環境で暮らし
続けることができる地域づくり」には、地域全体が認知症に対する
関心を高め、正しく理解し合うことが大切です。町では認知症のケ
ア体制の強化を図るために「認知症地域支援推進員」を９月より配
置します。 

認知症地域支援推進員
関　智子

（介護支援専門員及び介護福祉士有資格者）

・認知症の方やその家族を含めたサポートを行います。
・町民の皆さまに身近な病気として認知症を理解していただく活動を行います。
・認知症の方やその家族が、認知症状や状況に応じた必要な医療や介護等のサービスが受けられるよう、
　医療機関など関係機関へのつなぎや連絡調整の支援を行います。

　認知症に関することでお悩みの方や相談したい方は、認知症地域支援推進員及び地域包括支援センター
にご連絡下さい。
配置場所と連絡先　大多喜町地域包括支援センター（大多喜町役場本庁舎　健康福祉課）
　　　　　　　　　☎８２－２１６８

認知症地域支援推進員は、
下記の業務を行います。
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いいね！がいっぱい部活動⑧　大多喜高校

柔
道
部

マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
ー
部

　小数精鋭の柔道部は、３年生５名（男４女
１）、２年生４名（男４）、１年生６名（男
４女２）の計１５名で活動しています。
　現在は３年生が引退し、１・２年生のみ顧

問の山本・木嶋先生の指導のもと、日々一生懸命に稽古に励んでいます。グラウンドでの竹やロープ、
タイヤを使用した少し変わったトレーニングをしていましたが、６月より合気道を活かした組み手の強
化を、優しさとユーモア溢れる笑顔にて指導していただいています。一人ひとりは熱く効率の良い活気
ある稽古が出来ています。
　道場には「磨斧作針」という部旗が掲げられています。これは「斧を磨き針を作るように細心の注意
を払って丹精に稽古を積み重ねやがて大きく成長してほしい」という意味深い言葉と前顧問よりお聞き
しています。部員達はその実践に日々励んでいます。団体戦関東大会１８回目の出場を大きな目標に、
「歴史を創れ！」を合い言葉に、これからも一丸となって、精進していきますので、応援よろしくお願
いいたします。

　こんにちは、私たちマンドリン・ギター部は３年生が引退し、２年生８人、１年生９人の計１７人で
活動しています。明善祭や南総地区高等学校音楽会など大きな発表会以外にも、日々お世話になってい
る地域の方々に楽しんでもらえるように、さくらまつりでも演奏しました。６月には、今年で１０回目
となったマンドリン・ギター列車で、多くの観光客の方にお越しいただきました。私たちに、このよう
な素晴らしい機会をくださり、本当に感謝申し上げます。
　発表する場所や内容は様々ですが、私たちの音色を充分に響かせられるように、放課後に部員全員が
一丸となり、日々練習に取り組んでいます。曲を丁寧に仕上げることを目標に、とても明るい雰囲気で
楽しい時間を過ごしています。また、演奏会を通して、地域の方々との関わりを大切にし、さらに機会
を増やせていけたら嬉しいです。

　綺麗な音色で演奏できるように、そして
沢山の人を笑顔にできる演奏を届けていき
たいと思います。顧問の２人の先生の指導
のもと、部員全員で、一生懸命練習に励み
ますので、これからも応援宜しくお願いし
ます。
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子 て 信育 通 №42

　みつば保育園では、給食試食会当日に保育参加も行いました。バルーン遊びや体操、野菜スタ
ンプでのランチョンマット作りを楽しみました。
　他のクラスも保育参加の日を設けています。保育園での子ども達の様子を見てもらい、親子の
触れ合いを楽しめる、運動遊びやリトミック、製作など、どのクラスも様々な遊びを取り入れて
楽しんで頂いています。

問合せ　教育課　☎82−3010／みつば保育園　☎82−5530／つぐみの森保育園 ☎83−1411

　先月の子育て通信でお知らせしました、３歳児（年
少）クラスを対象にした「給食試食会」の様子をご紹
介します。栄養士から、実際にご飯の入ったお弁当箱
やメニューを見ながら、必要な栄養素や量、食材の
刻み方や塩分を控えた調理の工夫について、子どもの
成長・健康に必要な情報を
お知らせしました。保護者
の方からも、「食材の刻み
方を参考にしたい」「おい
しかった」などご感想も頂
き、今年も充実した時間を
過ごすことができました。

保育園を知ろう！

☆給食試食会

☆保育参加

　給食試食会は、保育園の給食を知ってもらうことだけ
が目的ではなく、みんなで食事をする楽しさや、食事に
感謝する気持ちを改めて思い出すきっかけにもなってほ
しいと思っています。仕事や家事・育児で忙しい日々で
すが、家族と向き合って食事をしていますか？「いただ
きます」「ごちそうさま」と声に出して挨拶しています
か？楽しい食事はおいしさも倍増です！ぜひ、ご家族で
過ごす食事の時間を楽しんでくださいね。
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森
もり

　乃
の え る

瑛流 さん

西小
４年

米
よねもと

本　菜
な お

桜 さん

西小
４年

　ぼくの夢は、コックさんになることです。自分
の作った料理を「おいしい」と言って食べてもら
えると、うれしくて元気が出るからです。ぼく
は、本を読んで勉強したり、料理をしたりして、
コックになれるようがんばります。

　わたしの夢は、パティシエになることです。お
母さんといっしょにクッキーを作って食べたらお
いしかったです。パティシエになったら、いろい
ろなスイーツを作って、たくさんの人に食べてほ
しいです。

おめでとう9月生まれ ●誕生日の思い出に（0〜 3歳のうちに１回）
●掲載希望者は誕生月の 2カ月前までにご連絡
　ください。　　　　　　　　　☎ 82-2111

　大多喜は中世には小滝（「おだき」ある
いは「おたき」）と呼ばれていました。そ
れが現在の「大多喜」に至るには多少の経
緯があります。
　先ず中世も終わりの頃には、「小田喜」
が一般的となり、近世（江戸時代）に入る
と、小田喜と大滝、次いで大田喜、大多喜
と変わっていくようです。
　元禄 16（1703）年、松平氏が２万石で
封じられた際などは「大多喜城地拝領」と
あります。しかし、大滝の使用例はその後
も見られますし、漢字表記は必ずしも一定
しないのです。これは現代と違って漢字の
くずし字をかな文字として使っていた結果
とも関わっています。
　因みに、本多忠勝は「小田喜」へ入城す
る前、一時的にいすみ市万木城へ入ってい
ますが、そのことを伝える手紙には本多で
はなく「本田」とあります。
　さて、そこで「大多喜」の読み方ですが、
現在は「おおたき」と清音です。しかし、
戦前の教科書などではわざわざ「おおだ
き」と濁音で小学生の持主が書き入れてい
る例がありました。地名というのは生き物
ですね。

〜町の文化や自然の豆知識をご紹介〜

第１回 小滝から大多喜へ

石
いし

井
い

　花
か

梨
りん

　ちゃん（１歳）
( 勝彦さん・美菜さんの二女 )

船子
（ママからの一言）
りんちゃん！ 1 歳のお誕生日おめでとう！
これからの花梨の成長が楽しみです！
毎日楽しく過ごそうね！

渡
わたなべ

邉　蓮
れん

大
た

　ちゃん（３歳）
( 公晴さん・恵美子さんの二男 )

上原
（ママからの一言）
我が家のワガママ次男坊。
いっぱい食べて、寝て、遊んで大きくなぁれ！

喜 さ ん ぽ大 多
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大多喜町ふるさとづくり寄附金（７月分）
申込件数　182件
申込金額　6,280,000円
・なお、ホームページには寄附

を公表してもよいという方の
氏名を掲載しています。こち
らもご覧ください。

≪社会福祉協議会福祉基金≫　
匿名　３件　２１，３５０円
≪九州北部地方大雨災害義援金≫
匿名　１件
大多喜町役場募金箱
≪東日本大震災義援金≫
コレット商事㈲取締役 岩瀬秀子 
お客様251名　様
≪熊本地震災害義援金≫
コレット商事㈲取締役岩瀬秀子
お客様　251名様

町
長
日
誌
（
７
月
）

4
日

5
日

6
日

7
日

10
日

13
日

14
日

19
日

20
日

21
日

22
日

27
日

28
日

31
日

千
葉
県
生
涯
大
学
校
学
生
へ
の
講
義

県
河
川
協
会
・
道
路
協
会
夷
隅
支
部
通

常
総
会

区
長
会
視
察
研
修

町
航
空
防
除
協
議
会

町
小
中
学
校
音
楽
発
表
会

事
業
会
計
決
算
審
査
及
び
経
営
健
全
化

審
査

県
消
防
操
法
大
会
出
場
隊
激
励
会

台
湾
集
集
鎮
小
学
生
交
流
事
業
歓
迎
会

町
総
合
戦
略
推
進
会
議

台
湾
集
集
鎮
小
学
生
交
流
事
業
送
別
式

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
夷
隅
地
区

大
会

大
多
喜
地
区
防
犯
組
合
連
合
会
総
会

議
会
定
例
会
７
月
会
議

県
消
防
操
法
大
会

県
み
ど
り
の
少
年
団
交
流
集
会

県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
通
常

総
会

南
房
総
広
域
水
道
企
業
団
運
営
協
議

会
・
議
会
定
例
会　

商売繁盛窓口

　日々のご商売のことならど
んな些細な事でもご相談くださ
い。外部の専門家が無料で相談
に応じますので、是非ともご利
用ください。
日時　9月21日㈭、10月19日㈭
　10時～16時
場所　大多喜町商工会館
その他　事前予約制です。電話

にてご予約下さい。
申込方法　大多喜町商工会へ電

話にてお申し込みください。
☎82−2538

第8回秋の生き活きフェア
　地域の人々にハンディキャップ
を持つ人達への理解を深めてもら
うため、長生・夷隅郡市の福祉施
設が販売会を実施します。
期間　9月9日㈯～10日㈰
　10時から20時まで
場所　茂原ショッピングプラザ

　アスモ
販売内容
　加工食品・パン・木工・手芸

品・花苗など
主催　長生・夷隅地区福祉施設

連絡協議会
問合せ
　ピア宮敷　☎87−9631

▲販売会の様子

求　人

日本一の胡蝶蘭栽培に従事する
スタッフ募集！
　施設園芸ハウス内での胡蝶蘭栽
培に関する作業とその付帯業務
期間　平成29年9月上旬から 
　※週3日以上勤務のできる方
募集人員　5名
時給　850円
時間　9時から17時まで（シフ

ト制）ただし、1日3時間以上。
資格・経験　経験不問、喫煙者

不可（製品に影響があるため）
待遇　交通費規程支給、車通勤

可、各種保険あり
応募・問合せ
　株式会社グランブーケ大多喜　

大多喜町横山2450−1　

入　札　結　果
◆工事名
　道路改良工事　町道横山南越

城前線
工事箇所　大多喜町横山地先

善意の心を
ありがとうございます

開催時間　13時～18時10分まで
会場　いすみ市商工会大原本所１階
受講料　3,000円（全6日間分）
定員　20名程度（先着順）
申込方法　大多喜町商工会へ電

話にてお申し込みください。
☎82−2538

株式会社グランブーケ大多喜

入   札   日　7月20日
設計金額　39,193,200円
契約金額　38,016,000円
契約業者　㈱仲潮組
◆工事名
　舗装整備工事　町道増田小土

呂線
工事箇所　大多喜町小土呂地先
入   札   日　7月20日
設計金額　17,917,200円
契約金額　17,604,000円
契約業者　山本建設㈱
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物解体建 見積
無料

学校・子ども会資源回収対応致します。
連絡先 ホームページ㈲妻本商店 妻本商店

検索鴨川本社 ０１２０-077-261

町民カレッジ参加者募集
「文化財めぐり」

日時　10月5日㈭
　　　8時30分～
　　  （小雨決行）
場所　香取郡神崎町
内容　北総の醸造所を訪ねて
講師　生涯学習課　小高春雄学

芸員
交通手段　公民館バス
持ち物
　お弁当、飲み物、雨具等
参加費　無料
募集対象　町内在住・在勤の方
募集定員　30名
申込み・問合せ
　中央公民館　☎82−3188

大多喜県民の森
行事予定

 『季節の写真展』
日時　9月16日㈯～24日㈰
　　　9時～16時まで
実施内容
　季節を感じさせる写真を展示

します。
問合せ
　大多喜県民の森管理事務所　

☎82−3110

危険物取扱者試験

試 験 の 種 類　甲種、乙種全類
（第1類から第6類）、丙種

試験日および会場　
　11月12日㈰
　勝浦市会場（国際武道大学）
願書受付期間
〇書面申請　9月7日㈭から10

月2日㈪まで（土日祝日を除
く）9時30分から16時まで

〇電子申請　9月4日㈪から9月
29日㈮まで（24時間対応）

願書受付場所
　一般財団法人消防試験研究セ

ンター千葉県支部
※詳細は消防試験研究センター

ホームページをご確認くださ
い。

　受験願書などの必要な書類は
消防本部のほか大多喜分署など
に用意してあります。
問合せ　夷隅郡市広域市町村圏

事務組合消防本部　予防課・
予防係　☎80−0132

危険物取扱者試験に伴う
講習会

●危険物取扱者試験受験者講習会
主催 （一社）千葉県危険物安全

協会連合会
日時　10月27
日㈮　9時30分
～16時45分
受付時間　9時
～9時20分
会 場 　 茂 原 市
東 部 台 文 化 会
館
対 象 　 乙 種 第
４ 類 の 取 得 を

いすみ創業塾受講者募集！

　町内で創業・起業に関心のあ
る方や創業を予定している方を
対象として、全6日間で基礎か
ら実践的な内容まで習得するこ
とができます。
開催期日　10/21㈯・10/28㈯・

11/4㈯・11/11 ㈯・11/18
㈯・11/25㈯

目指している方、または危険
物関係法令等を学ぼうとして
いる方

受講料　3,600円（テキスト代別）
テ キ ス ト 　①危険物取扱必携

「法令編」1,340円②危険物取
扱必携「実務編」1,340円③例
題集「乙種第4類」1,660円

※テキストは消防本部にて販売
しています。当日会場でも購
入できます。

●危険物取扱者試験受験者模擬試験
主催　夷隅郡市防火安全協会
日時　11月4日㈯
　　　9時30分～17時
受付時間　9時～9時25分
会場　いすみ市岬公民館
対象　乙種第4類の取得を目指

している方
受講料　①夷隅郡市防火安全協

会会員事業所の方1,000円②
会員事業所以外の方1,500円

※受付にて事業所の確認をさせ
ていただきます。

テキスト　①危険物取扱必携「法
令編」②危険物取扱必携「実務
編」③例題集「乙種第4類」

※テキストは当日販売しません
ので、消防本部にて事前にご
購入ください。

問合せ　夷隅郡市広域市町村圏
事務組合消防本部　予防課　
予防係　☎80−0132
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■おはなし会
　9月17日（日）10時30分から
■えいが会
　9月17日（日）14時から

休館日
4日（月）、11日（月）、19日（火）

25日（月）、29日（金）図書整理日

顔ニモマケズ
水野　敬也(著)

 「見ためが9割」の現代社会で、幸せに
生きるための方法とは？リンパ管腫、動
静脈奇形、アルビノ・・・。顔や外見に
症状を持つ人たちが、人生に起きた出来
事を乗り越えて幸せをつかんだ物語を、
インタビュー形式で紹介する。

公民館と図書館に
大多喜高校美術部の

作品が飾ってあるよ♪

・鷹女への旅　　　　　　　　三宅やよい（著）
・アキラとあきら　　　　　　池井戸　潤（著）
・プリンプリン物語（メモリアル・ガイドブック）
　　　　　　　　　　　　　　成島悦雄（監修）
・生き物の飼い方図鑑　これ1冊で飼育はカンペキ！
　　　　　　　　　　　　　　浅井ミノル（文）

孫
に
嫁
で
き
し
と
話
す
わ
が
友
に

　思
わ
ず
弾
む
祝
の
こ
と
ば

　
　
　
　
　鈴
木
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雄

か
ろ
う
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躑つ

つ

じ躅
の
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の
保
つ
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蚊
遣
り
の
香
焚
く
わ
れ
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　永
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子

笑
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多
き
母
よ
り
存
へ
つ
く
づ
く
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の
づ
の
終
を
思
ふ
此
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　樋
口

　松
枝

密
林
に
赤
き
月
落
ち
ア
ン
コ
ー
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　ワ
ッ
ト
の
後
方
明
る
み
て
来
る

　
　
　本
吉

　得
子

宵
闇
の
川
沿
ひ
の
木
に
ぬ
き
出
で
て

　光
る
蛍
が
一
斉
に
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　吉
野

　芳
子

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終つ
い

に
殿
し
ん
が
り

梅
雨
曇

　
　
　

  

伊
吹

　万
里

雨あ
ま

音
や
書
を
胸
に
昼
寝
覚
め

　
　
　
　
　鋤
柄

　直
紀

い
つ
の
間
に
木む

く

げ槿
の
白
き
花
咲
け
り

　
　塩
田

　昭
子

暮
な
ず
む
鐘
の
音ね

夏
至
の
雨
あ
が
る

　
　鈴
木

　典
子

打
ち
水
に
庭
の
草
木
の
蘇
よ
み
が
える

　
　
　
　井
守

　千
鶴
子

新 刊紹介

９月のスケジュール

お
す
す
め
本

本だな
町立図書館天賞文庫だより

☎82－2459

寄贈の本

新譜CD 雑誌

・感想文書けちゃった　　水野寿美子(著)
・東大式やさしい物理　　三澤　信也(著)

・人生の始まりと終わり　ひばりとピアノ
加藤登紀子

・ビーチ・ボーイズ　グレイテスト・ヒッツ

・今日の料理
・趣味の園芸
・こどものとも　０・１・２
・かがくのとも
・ひよこクラブ

図書館では毎月上記雑誌を購入しています。
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ごみ収集日：可燃⇒可燃ゴミ、紙類・衣類⇒新聞紙・雑誌・ダンボール・衣類等、缶類⇒スチール・アルミ・一斗缶等、
　　　　　　ペット⇒ペットボトル・食用廃油・プラマーク製品、不燃⇒その他不燃ゴミ（ガラス・金属・ポリ容器等）
　　　　　　びん⇒飲用できるびん

こども急病電話相談　毎日夜間　午後７時～１０時 　☎＃８０００（ダイヤル回線からは０４３−２４２−９９３９）

《夜間・日曜・祝日など》
夷隅郡市広域市町村圏

事務組合消防本部
☎８０－０１１９

◇当番医の紹介◇

慶　弔（7 月届）

転出入（７月届）

交通事故発生状況

人口と世帯
平成２９年８月１日現在

人　口 ９, ３６７人 （−６）
男 ４, ５８６人 （０）
女 ４, ７８１人 （−６）

世帯数 ３, ８０４世帯 （−３）
（　）は、前月比

発生件数 ２件（１６）
死 者 数 ０人（　１）
傷 者 数 ２人（２３）

出　生 ２人
死　亡 ７人

転　入 １３人
転　出 １４人

火災件数 ０件（　　４）

救急件数 ４４件（３３１）

内訳
２件（　３０）

２７件（１９９）
１５件（１０２）

交通事故
急　　病
そ  の  他

おおたき119 (7月中)

7月中（人身事故件数）

（　）は、１月からの累計

（　）は、１月からの累計

刑法犯認知件数（７月末）
５２件（前年同期比＋４件）

県内５４市町村中少ない順で
ベスト９位

日 曜 行　　　事 場　　所 時　刻 ごみ収集

1 金 （可燃）

2 土

3 日 子ども習字教室 中央公民館 10：00～

4 月 心配ごと相談(日常生活上の相談） 福祉センター 9：00～12：00 （可燃）

5 火
出前保育 上瀑ふれあい

センター 10：00～
（ペット）

農業委員会 役場第３会議室 14：00～	

6 水
リズムウオーキング教室 B&G体育館 14：00～	

（可燃）
町民カレッジ「女子力アップ講座」 中央公民館 19：00～

7 木 （紙類・衣類）

8 金 （可燃）

9 土 ジュニアスポーツクラブ B&G体育館 9：00～

10 日 （休日受付）

11 月
心配ごと相談（結婚相談、人権相
談、行政相談、年金相談、労災・
雇用保険相談）

福祉センター 10：00～15：00 （可燃）

12 火 出前保育 味の研修館 10：00～ （ペット）

13 水 リズムウオーキング教室 B&G体育館 14：00～	 （可燃）

14 木 （缶類）

15 金 （可燃）

16 土

17 日

おはなし会 図書館 10：30～

えいが会 図書館 14：00～	

子ども習字教室 中央公民館 10：00～

18 月 敬老の日

19 火 （ペット）

20 水 リズムウオーキング教室 B&G体育館 14：00～	 （可燃）

21 木 リトミックで遊ぼう♪ みつば保育園 9：30～ （不燃）

22 金 ぬくもり給食会 福祉センター 11：30～ （可燃）

23 土 秋分の日

24 日 子ども習字教室 中央公民館 10：00～

25 月 心配ごと相談(日常生活上の相談） 福祉センター 9：00～12：00 （可燃）

26 火
トットくらぶ みつば保育園 9：30～

（ペット）
ひまわり会 福祉センター

27 水 おもいやりの会　大多喜・上瀑 福祉センター （可燃）

28 木 （びん）

29 金 （可燃）

30 土 お城まつり前夜祭 城下商店街 17：30～

9月 長
ながづき

月
September

広報おおたき No.588　H29.8.2423



　

平
成
29
年
度
市
町
村
議
会
広
報
研
究
会

が
７
月
７
日
千
葉
県
自
治
会
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
、
住
民
に
読
ま
れ
、
議

会
活
動
が
伝
わ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
の
基

本
と
編
集
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
読
者

の
皆
様
が
、
読
み

た
く
な
る
、
読
み

や
す
い
「
議
会
だ

よ
り
」
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
に
、

今
後
の
編
集
に
役

立
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

横
山
地
先
で
胡
蝶
蘭
の
栽

培
を
始
め
た
株
式
会
社
グ
ラ

ン
ブ
ー
ケ
大
多
喜
を
、
５
月

12
日
視
察
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
概
要
や
作
業
内
容

の
説
明
を
受
け
た
後
、
施
設

内
で
実
際
の
作
業
風
景
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
、
一
部
の
施
設
で
の

栽
培
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

鉢
植
え
の
胡
蝶
蘭
が
６
月
初

出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
、
町
議
会
議
員

有
志
８
名
で
長
野
県
小
布
施

町
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

小
布
施
町
は
長
野
県
北
部

に
位
置
し
、
議
会
議
員
14
名

で
通
年
議
会
が
導
入
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
で
は
住
民
の

要
望
等
を
政
策
に
反
映
さ
せ

る
政
策
立
案
常
任
委
員
会
の

運
営
状
況
に
つ
い
て
伺
っ
て

き
ま
し
た
。

（
記
事
：
議
会
報
編
集
委
員

会
副
委
員
長　

末
吉
昭
男
）

（
記
事
：
議
会
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　

山
田
久
子
）

日
曜
議
会
を
開
催

　
　
　15
名
の
方
が
傍
聴

　

６
月
４
日
、
日
曜
議

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
曜
議
会
は
、

多
く
の
方
に
議
会
活
動

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

町
政
に
関
心
を
も
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

平
成
24
年
か
ら
６
月
会

議
の
初
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

６
回
目
を
向
か
え
た

今
回
は
15
名
の
方
が
傍

聴
さ
れ
ま
し
た
。

議会広報研究会に参加

胡蝶蘭栽培施設を視察

小布施町での視察風景

議
会
活
動
ト
ピ
ッ
ク
ス

伝
え
る
広
報
か
ら

       

伝
わ
る
広
報
へ

胡こ
ち
ょ
う
ら
ん

蝶
蘭

 

栽
培
施
設

       

を
視
察

長
野
県

 

小お
ぶ
せ
ま
ち

布
施
町

　

    

を
視
察

編
集　

議
会
報
編
集
委
員
会

お
お
た
き

平成24年 14名
平成25年 6名
平成26年 13名
平成27年 14名
平成28年 8名
平成29年 15名

平成29年6月
50歳代 1名
60歳代 9名
70歳代 4名
80歳代 1名

（日曜議会の傍聴者数）
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議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議
決
結
果

野
中
　
眞
弓

志
関
武
良
夫

渡
辺
　
善
男

根
本
　
年
生

吉
野
　
僖
一

麻
生
　
　
剛

渡
辺
　
泰
宣

麻
生
　
　
勇

吉
野
　
一
男

末
吉
　
昭
男

山
田
　
久
子

野
村
　
賢
一

６月会議
承認

第1号

過疎地域固定資産税課税免除条例の一部改正
の専決処分の承認……過疎地域自立促進特別
措置法の一部改正より課税免除の適用を受け
ることができる事業を改正するもの。

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第2号

職員定数条例の一部改正の専決処分の承認…
…行政組織条例の一部改正により町長部局職
員数を130人、教育委員会部局職員数を57人
にそれぞれ改正するもの。

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

審議結果 賛成…○　反対…●　欠席…欠（議長は採決に加わりません）

平成２９年第１回議会定例会

　６月４日、６日の２日間開催し、条例改正１件、人
事案件１件、補正予算３件及び請願・発議などの審議
を行い、すべて原案のとおり可決しました。
　また、一般質問は８名の議員が行いました。
　４日は町政運営や議会活動をより多くの方に知って
いただくため、傍聴しやすい日曜日に開催しました。

　任期満了に伴う人権擁護委員候補者について、現職
の唐鎌良枝氏を推薦することに同意しました。
　任期は平成２９年１０月１日から３年間となりま
す。

　介護施設整備事業補助金3,758万9千円、コミュ二
ティ活動に必要な設備等の整備助成金250万円、英語
教育支援アドバイザー業務委託料25万円など4,243万
9千円を追加し、総額を47億6,743万9千円とする一般
会計補正予算を可決しました。

　平成２９年２月１０日に起きた公用車による車両事
故の損害賠償額を8万1,697円に決定しました。

　平成２８年度一般会計予算のうち繰越をした７つの
事業のほか平成２９年３月３１日専決処分により改正
した町税条例及び国民健康保険税条例についての報告
がありました。

　６月２９日開催し、財産の取得１件、補正
予算１件を原案のとおり可決しました。

　７月２１日開催し、補正予算１件を原案の
とおり可決しました。

　九州北部豪雨災害見舞金20万円、お城ま
つり実行委員会への補助金150万円、合計
170万円を一般会計予算に追加しました。
　補正後のお城まつり実行委員会補助金は
618万円となります。

６月会議 ６月第２回会議

７月会議

人事案件に同意

財産の取得
消防ポンプ自動車の更新

千葉県消防操法大会
出場経費などを補正

九州北部豪雨災害見舞金などを補正

介護施設整備事業補助金などを補正

損害賠償の額を決定

専決処分の報告４件

　消防ポンプ自動車の老朽化により車両１台
を更新するための契約の締結を可決しまし
た。
　　契約金額　1,647万円
　　契約の方法　指名競争入札
　　配備先　第1分団第1部第2班
　　　　　（小田代区、葛藤区）

　県消防操法大会出場経費159万9千円など
216万7千円を一般会計予算に追加しまし
た。
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議案
番号

件名と主な内容
（件名は一部省略しています）

議
決
結
果

野
中
　
眞
弓

志
関
武
良
夫

渡
辺
　
善
男

根
本
　
年
生

吉
野
　
僖
一

麻
生
　
　
剛

渡
辺
　
泰
宣

麻
生
　
　
勇

吉
野
　
一
男

末
吉
　
昭
男

山
田
　
久
子

野
村
　
賢
一

請願
第1号

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見
書（請願者）子どもたちの豊かな育ちと学び
を支援する教育関係団体千葉県連絡会

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第2号
国における平成30年度教育予算拡充に関する
意見書（請願者）子どもたちの豊かな育ちと
学びを支援する教育関係団体千葉県連絡会

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議
第2号

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見
書（請願第1号）の採択を踏まえ、その趣旨に
沿い関係行政庁に意見書を提出するもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第3号
国における平成30年度教育予算拡充に関する
意見書（請願第2号）の採択を踏まえ、その趣
旨に沿い関係行政庁に意見書を提出するもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮問
第2号

人権擁護委員候補者の推薦について……人権
擁護委員の任期満了に伴い、唐鎌良枝氏の推
薦について議会の同意を求めるもの。

適任
と認
める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案
第33号

個人情報保護条例の一部改正……行政手続に
おける特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律の一部改正により、利用の
連携が可能となった特定個人情報について改
正するもの。

可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第34号 損害賠償の額を定めることについて……公用車
による車両事故の損害賠償額を定めるもの。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第35号

平成29年度一般会計補正予算（第1号）につい
て……介護施設等整備事業補助金、コミュニ
ティ助成事業助成金、消防団運営事業費、英
語教育支援アドバイザー業務委託料など追加
し、補正後の予算総額を47億6,743万9千円と
するもの。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第36号

平成29年度国保特別会計補正予算（第1号）
について……前期高齢者関係事務費拠出金38
万8千円を追加し、補正後の予算総額を15億
3,808万2千円とするもの。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第37号

平成29年度介護保険特別会計補正予算（第1
号）について……臨時職員賃金10万円を追加
し、補正後の予算総額を10億8,030万1千円と
するもの。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

６月第２回会議
議案

第38号
財産の取得について……消防ポンプ自動車1台
を更新するための契約を締結するもの。 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第39号

平成29年度一般会計補正予算（第2号）につい
て……千葉県消防操法大会出場経費など追加
し、補正後の予算総額を47億6,960万6千円と
するもの。

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

７月会議

議案
第40号

平成29年度一般会計補正予算（第3号）につい
て……九州北部豪雨災害への見舞金20万円、
お城まつり実行委員会補助金150万円を追加
し、補正後の予算総額を47億7,130万6千円と
するもの。

可決 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
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質　問　議　員 質　問　事　項

吉
よ し の

野 　 僖
き い ち

一
１．房総さとやまＧＯの今後の対応について
２．上総中野駅を拠点とした観光ルートの作成について

山
や ま だ

田 　 久
ひ さ こ

子
１．東京五輪・パラリンピックを契機とした取り組みについて
２．軽度・中等度難聴児の補聴器購入費助成の実施について
３．加齢等による中等度難聴者の補聴器購入費助成の実施について

吉
よ し の

野 　 一
か ず お

男
１．安全安心に配慮したまちづくりについて
２．高速バス運行計画について

野
の な か

中 　 眞
ま ゆ み

弓
１．教職員の勤務時間の改善について
２．道徳の教科化等について
３．水道水の汚濁対策について

根
ね も と

本 　 年
と し お

生
１．人口減少が続く中、集落の活性化と行政の役割について
２．高齢化が進む商店街の活性化について

志
し せ き

関 武
む ら お

良 夫
１．夷隅川河川整備について
２．高速バスの運行について
３．人口減少対策について

麻
あ そ う

生　　 剛
たけし

１．災害有事の対応について

渡
わたなべ

辺 　 善
よ し お

男 １．大多喜町第3次総合計画及び実施計画の積極的推進について

町　政　を　問　う
一 般 質 問

　６月会議の一般質問は、６月４日（日）と６日（火）にそれぞれ３０分以内で行われました。
　質問・答弁の概要を次のページ以降掲載してありますが、両日質問した議員は１ページ、１日
だけ質問した議員は1/2ページ掲載としています。

九州北部災害で被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。
１日も早い復興をお祈りし、大多喜町議会から福岡県及び大分県にそれぞれ義援金6万円を送り
ました。

　今何が行政課題となっているのか、また町議会議員の
　活動を知るためにも・・・
　あなた自身の目で議会を見てみませんか？

　
問合せ　議会事務局　☎８２－２１８２

次回の議会定例会は９月６日（水）午前１０時からの
予定です。《どなたでも傍聴できます》
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問

問

問問

上
総
中
野
駅
を
拠
点
と

し
た
観
光
ル
ー
ト
の
作

成
に
つ
い
て

企
画
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

町
　長

上総中野駅前での「けよけよ市」の風景

※房総さとやまＧＯ…
　ＪＲ久留里線久留里駅と小湊鉄道養老
渓谷駅を結ぶ路線バスの名称。
　距離的には近接していながら、公共交通
機関によるアクセスが不便であった久留里
から亀山を経由し養老渓谷までを新たな観
光ルートとしようとする実証事業。

※よってけ家
や

　観光客も気軽に立ち寄れ、子供か
ら高齢者まで幅広い住民が気軽に利
用できる「暮らし続けられる地域」
を支える生活サービス・交流拠点を
将来像として、駅前商店街の空き店
舗を手作りで改修し運営している。

市
原
市
と
君
津
市
の
連
携

に
よ
り
新
た
な
観
光
ル
ー

ト
開
拓
に
向
け
小
湊
鉄
道
養
老

渓
谷
駅
と
Ｊ
Ｒ
久
留
里
駅
を
結

ぶ
広
域
バ
ス
「※

房
総
さ
と
や
ま
Ｇ

Ｏ
」
。

　

秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
粟
又
の

滝
ま
で
延
長
す
る
考
え
が
あ
る
の

か
。　

　

平
成
29
年
度
か
ら

本
町
も
こ
の
連
携

事
業
に
加
わ
っ
て
い
る
。

　

現
段
階
で
具
体
的
な
検
討
は
さ

れ
て
い
な
い
が
、
今
後
運
行
ル
ー

ト
を
検
討
す
る
中
で
粟
又
の
滝
ま

で
延
長
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い

き
た
い
。

上
総
中
野
駅
を
拠
点
に
小

湊
鉄
道
、
い
す
み
鉄
道
、

Ｊ
Ｒ
久
留
里
線
、
高
速
バ
ス
と
連

携
し
て
広
域
観
光
ル
ー
ト
を
作
成

す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

　
　

運
行
を
予
定
し
て

い
る
「
房
総
さ
と

や
ま
Ｇ
Ｏ
」
だ
け
で
は
広
域
連
携

の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
す
こ
と
は
で

き
な
い
た
め
、
町
独
自
の
事
業
と

し
て
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
観
光

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
、
高
速
バ

ス
か
ら
の
二
次
交
通
の
運
行
な
ど

計
画
し
て
い
き
た
い
。

中
野
駅
周
辺
の
小
さ
な
拠

点
づ
く
り
に
つ
い
て
は
地

元
の
方
が
１
年
間
か
け
て
一
生
懸

命
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

ど
の
よ
う
な
意
見
や
ア
イ
デ
ア
が

出
さ
れ
た
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

昨
年
、
中
野
駅
周

辺
検
討
委
員
会

で
、
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
計
画
書

を
作
成
し
、
現
在
は
、
地
域
の
商

店
街
、
地
元
の
方
に
よ
る
「
け
よ

け
よ
市
」
ま
た
空
き
店
舗
を
利
用

し
た
「※

よ
っ
て
け
家や

」
な
ど
実
施

し
て
い
る
。

　

地
元
の
人
た
ち
が
中
心
と
な

り
、
組
織
を
つ
く
り
、
運
営
し

て
い
く
方
向
で
進
め
て
お
り
、
町

と
し
て
も
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

観
光
の
拠
点
、
交
通
の
拠

点
と
し
て
中
野
駅
周
辺
の

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　観

光
面
か
ら
見
る
と

町
内
に
は
、
市
街
地

そ
し
て
養
老
渓
谷
の
２
大
観
光
地

が
あ
り
、
そ
の
中
間
の
西
畑
地
区

に
は
そ
の
よ
う
な
も
の
が
な
い
状

況
で
す
。

　

点
と
点
を
つ
な
げ
る
場
所
と
し

て
ま
ず
、
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。

問　房総さとやまＧＯを粟又の滝まで
答　粟又の滝まで運行できるよう提案していきたい

問　補聴器購入に助成を
答　軽度・中等度難聴児の補聴器購入は今後助成を検討したい

吉 野 僖 一　議員
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東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た

取
り
組
み
を
し
て
は

問問

問問問

問

問

問

町
　長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

教
育
課
長

産
業
振
興
課
長

山 田 久 子　議員

問　補聴器購入に助成を
答　軽度・中等度難聴児の補聴器購入は今後助成を検討したい

今
年
度
か
ら
町
で
は
新
生

児
の
聴
覚
検
査
に
補
助
金

を
導
入
し
た
。
早
期
発
見
が
さ
れ

た
難
聴
児
が
そ
の
後
も
継
続
的
に

支
援
が
さ
れ
る
よ
う
、
軽
度
・
中

等
度
難
聴
児
に
補
聴
器
購
入
費
の

補
助
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

乳
幼
児
期
の

音
声
言
語
の

発
達
過
程
に
お
い
て
聴
覚
機
能
の

果
た
す
役
割
は
大
き
い
た
め
、
補

聴
器
購
入
費
の
助
成
に
つ
い
て
今

後
実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
た

い
。

い
つ
頃
ま
で
に
、
ど
の
よ

う
な
方
向
性
で
検
討
い
た

だ
け
る
の
か
。

今
年
度
あ
る

い
は
平
成
30

年
度
中
に
実
施
し
た
い
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
県
補
助
金

を
参
考
と
し
た
い
。

代
理
受
領
者
方
式
に
つ
い

て
も
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　

議
員
の
ご
意

見
や
、
近
隣

市
町
村
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

聞
こ
え
は
自
立
し
た
日
常

生
活
を
送
る
う
え
で
、
大

変
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
の
皆
様

に
、
お
元
気
で
自
立
し
た
生
活
を

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
加
齢
に

よ
る
中
等
度
難
聴
者
に
補
聴
器
購

入
費
を
町
で
独
自
助
成
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
　
　
　

現
在
の
と
こ

ろ
助
成
を
行

う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

今
後
、
国
や
県
の
補
助
事
業
等

の
動
向
を
見
て
判
断
し
た
い
。

ど
こ
の
自
治
体
よ
り
高
齢

化
率
が
進
ん
で
い
る
。
町

内
業
者
か
ら
の
購
入
と
い
う
位
置

づ
け
や
課
税
金
額
に
よ
っ
て
助
成

額
を
段
階
的
に
変
え
る
方
法
な
ど

で
実
施
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

貴
重
な
ご
意
見
と
し
て

伺
っ
て
お
き
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン

プ
地
と
し
て
メ
キ
シ
コ
の

方
に
本
町
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　

現
在
の
施
設

で
対
応
が
可

能
で
あ
れ
ば
働
き
か
け
を
し
て
い

き
た
い
。日

本
及
び
海
外
の
観
光
客

誘
致
の
た
め
の
観
光
地
・

観
光
情
報
の
整
備
を
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

観
光
本
陣
、

商
い
資
料
館

等
の
施
設
看
板
は
多
言
語
の
表
記

が
進
ん
で
い
な
い
た
め
、
補
助
事

業
等
を
有
効
的
に
活
用
し
更
新
し

て
い
き
た
い
。

　

観
光
情
報
に
つ
い
て
は
、
観
光

地
間
の
距
離
や
所
要
時
間
等
の
表

示
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
観
光

コ
ー
ス
情
報
の
整
備
を
図
り
た

い
。 生

涯
学
習
課
長

学
校
の
校
外
活
動
と
し
て

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
見
学
に
い
け
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　子

ど
も
た
ち
に

と
っ
て
将
来
に
向

け
て
す
ば
ら
し
い
経
験
が
で
き
る

良
い
機
会
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

校
外
学
習
と
な
る
と
、
公
平
を

期
す
た
め
に
児
童
・
生
徒
全
員
を

対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

実
施
は
困
難
と
考
え
ら
れ
る
。
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問

問

問問

問問

安
全
・
安
心
に
配
慮

し
た
ま
ち
づ
く
り
を

町
　長

町
　長

企
画
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

総
務
課
長

平
成
27
年
12
月
17
日
、
品

川
直
通
高
速
バ
ス
が
開
業

し
、
始
発
は
大
多
喜
オ
リ
ブ
か
ら

羽
田
空
港
、
品
川
を
ノ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
運
行
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
ダ
イ
ヤ

改
正
に
よ
り
、
大
多
喜
駅
を
始
発

で
運
行
し
て
い
ま
す
。
乗
車
人
員

を
増
や
す
に
は
も
う
ひ
と
工
夫
し

て
い
た
だ
き
、
三
育
学
院
に
も
協

力
依
頼
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
伺

い
た
い
。

三
育
学
院
へ
は
こ

れ
ま
で
も
協
力
依

頼
を
行
い
、
高
速
バ
ス
利
用
増
大

対
策
事
業
者
と
し
て
登
録
さ
れ
、

積
極
的
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

昨
年
度
の
利
用
者
は
３
７
８
人

で
す
。

問　高速バスの始発を道の駅に
答　実現に向けて努力したい

吉 野 一男　議員

旧
総
元
小
学
校
が
学
校
用

地
又
は
企
業
用
地
と
し
て

有
効
活
用
さ
れ
た
場
合
は
、
人
口

が
増
え
高
速
バ
ス
利
用
者
が
増
大

す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
道

の
駅
を
始
発
に
で
き
な
い
か
伺
い

た
い
。

大
多
喜
駅
を
始
発
と

し
た
こ
と
、
乗
車
場

所
を
増
や
す
こ
と
で
利
用
さ
れ
る

方
が
増
え
て
い
る
。

　

運
行
時
間
や
運
行
コ
ー
ス
の
変

更
は
１
年
に
１
度
運
行
業
者
と
協

議
を
し
て
い
る
。

　

来
年
の
協
議
の
中
で
費
用
負
担

な
ど
同
じ
よ
う
な
条
件
で
の
実
現

に
向
け
て
努
力
し
た
い
。

町
内
に
は
、
路
面
の
凸
凹

や
路
肩
の
決
壊
し
た
道
路

が
あ
り
、
通
行
す
る
に
は
非
常
に

危
険
な
状
態
で
あ
る
。
町
は
ど
の

よ
う
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か

伺
い
た
い
。

町
道
の
補
修
に
つ

い
て
は
、
各
区
か

ら
の
要
望
や
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

り
、
随
時
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し

維
持
管
理
を
し
て
い
き
た
い
。

町
道
は
毎
年
計
画
的
に
舗

装
及
び
改
良
が
実
施
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
町
道
の
舗

装
率
及
び
改
良
率
は
何
パ
ー
セ
ン

ト
か
伺
い
た
い
。　平

成
28
年
４
月
１

日
現
在
、町
道
の

舗
装
率
は
85.

５
パ
ー
セ
ン
ト
、改

良
率
に
つ
い
て
は
60
パ
ー
セ
ン
ト

で
す
。

町
道
の
舗
装
率
及
び
改
良

率
を
引
き
上
げ
る
た
め
早

急
に
施
策
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
具
体
的
な
対
策
を
お
持
ち
で

あ
る
か
伺
い
た
い
。　
　

総
合
計
画
に
基
づ
き

計
画
的
に
実
施
し
た

い
。
危
険
箇
所
あ
る
い
は
緊
急
を

要
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
早
急
に

対
応
し
た
い
。

町
内
に
は
夜
間
非
常
に
暗

く
危
険
な
状
態
で
あ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
が
、
早
期
の
防
犯
灯

の
増
設
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
考
え
か
伺
い
た
い
。

本
町
は
広
大
な
面

積
を
有
し
、
夜
間

暗
い
場
所
が
多
く
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
防
犯
灯
の
増
設
に

つ
い
て
は
、
各
区
か
ら
の
要
望
を

踏
ま
え
、
学
校
等
の
意
見
を
聴
き

な
が
ら
通
学
路
な
ど
か
ら
優
先
的

に
設
置
し
た
い
。

道の駅たけゆらの里おおたき

問　教職員の勤務環境の改善について
答　職場での改善に努めたい　
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道
徳
の
教
科
化
に
つ
い
て

教
育
長

問

問

問問

問問

問

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

教
育
課
長

文
部
科
学
省
は
平
成
28
年

度
の
教
員
勤
務
実
態
調
査

で
、
月
平
均
の
残
業
時
間
が
過
労

死
ラ
イ
ン
と
言
わ
れ
る
80
時
間
を

超
え
る
教
員
が
小
学
校
で
約
１
／

３
、
中
学
校
で
約
２
／
３
に
も
の

ぼ
る
と
公
表
し
た
。

　

先
生
方
が
生
き
生
き
と
子
供
た

ち
に
対
処
し
、
子
供
の
個
性
が
充

分
に
開
花
で
き
る
よ
う
教
育
現
場

の
改
善
を
求
め
た
い
。

　

本
町
の
教
員
の
勤
務
実
態
や

把
握
の
方
法
は
ど
う
か
。
タ
イ

ム
カ
ー
ド
導
入
の
考
え
は
あ
る
の

か
。

確
認
方
法
は
異
な

る
が
各
小
・
中
学

校
長
の
管
理
指
導
に
よ
り
出
退
勤

務
時
間
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

現
在
の
把
握
方
法
も

適
切
と
認
識
し
て
い

る
た
め
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導
入

は
考
え
て
い
な
い
。

問　教職員の勤務環境の改善について
答　職場での改善に努めたい　

平
成
28
年
６
月
の
「
学
校

現
場
の
業
務
の
適
正
化
に

向
け
て
」
と
い
う
文
部
科
学
省
通

達
の
進
捗
状
況
の
説
明
を
求
め
た

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
務
の
見
直
し
で

は
集
金
等
の
口
座

振
替
に
よ
る
事
務
の
軽
減
や
Ｎ
Ｏ

残
業
Ｄ
Ａ
Ｙ
等
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
部
活
動
で
は
土
曜

日
か
日
曜
日
の
い
ず
れ
か
を
休
養

日
と
し
て
休
む
よ
う
に
指
導
。
ま

た
、
部
活
指
導
員
の
配
置
も
整
備

し
た
い
。部

活
動
の
改
革
に
は
保
護

者
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ

る
。
説
明
会
等
設
定
の
考
え
は
あ

る
の
か
。

部
活
動
に
関
し
て

は
生
徒
、
保
護
者

と
も
に
関
心
が
高
い
こ
と
か
ら
、

練
習
時
間
ま
た
休
養
日
等
に
つ
い

て
は
、
各
学
校
を
通
じ
て
保
護
者

か
ら
意
見
を
聞
き
理
解
を
得
て
い

き
た
い
。

来
年
度
か
ら
「
道
徳
」
が

教
科
に
な
る
。
人
の
心
の

あ
り
方
を
評
価
す
る
こ
と
に
疑
問

の
声
が
聞
こ
え
る
。

　

改
め
て
道
徳
を
教
科
に
す
る
理

由
と
評
価
方
法
や
基
準
は
あ
る
の

か
伺
い
た
い
。

こ
れ
ま
で
以
上
に

命
の
大
切
さ
や
い

じ
め
防
止
な
ど
を
盛
り
込
み
、
そ

の
問
題
解
決
や
体
験
的
な
学
習
を

取
り
入
れ
、
考
え
、
議
論
す
る
教

育
を
目
指
す
も
の
で
、
評
価
の
方

法
は
、
ほ
か
の
児
童
・
生
徒
と
の

比
較
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
と

向
き
合
い
そ
の
成
長
を
文
章
で
評

価
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

良
い
評
価
目
当
て
に
本
音

と
建
前
を
使
い
分
け
る
な

ど
人
格
形
成
に
負
の
影
響
を
生
じ

る
懸
念
は
な
い
の
か
。

児
童
・
生
徒
個
人

の
成
長
に
合
わ

せ
、
成
長
を
認
め
励
ま
す
評
価
と

な
る
こ
と
か
ら
、
個
人
の
人
格
を

否
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

安
倍
内
閣
は
教
育
勅
語
の

教
材
化
を
可
と
し
た
が
本

町
の
考
え
は
。

歴
史
的
な
史
実
と

し
て
の
記
述
を
教

材
と
し
て
扱
っ
て
も
そ
の
内
容
に

つ
い
て
は
道
徳
等
で
扱
う
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

新
指
導
要
領
で
中
学
校
の

武
道
に
追
加
さ
れ
た
銃
剣

道
の
扱
い
は
。

　
　
　
　

学
習
指
導
要
領
の

改
正
に
よ
り
中
学

校
の
保
健
体
育
の
種
目
の
一
つ
と

し
て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
現
在

各
中
学
校
で
は
柔
道
を
選
択
し
て

い
る
。
今
後
銃
剣
道
を
取
り
入
れ

る
可
能
性
は
少
な
い
。

野 中 眞 弓　議員
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問問問

問

問問

問問

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

企
画
課
長

建
設
課
長

町
　長

町
で
は
毎
年
２
１
０
人
の

割
合
で
人
口
が
減
り
、
昨

年
の
出
生
数
は
25
人
と
県
内
市
町

村
の
中
で
は
最
小
の
人
数
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
高
齢
化
が
進
む
山

間
の
小
さ
な
集
落
で
は
、
そ
の
維

持
が
大
変
難
し
い
状
況
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

現
在
及
び
将
来
の
状
況
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。　

　
　
　
　
　
　
　
　総

合
計
画
で
目
標

と
し
た
人
口
推
移

を
上
回
る
人
口
の
減
少
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
続
く

こ
と
の
な
い
よ
う
に
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

集
落
の
支
援
条
例
を
制
定

し
行
政
が
責
任
を
も
っ
て

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

条
例
の
制
定
は
現

在
進
め
て
い
な
い

問　集落の活性化と行政の役割について
答　人口減少対策に向けて事業の推進を図っていきたい

が
、
集
落
支
援
制
度
な
ど
と
の
関

連
等
を
見
な
が
ら
今
後
考
え
て
い

き
た
い
。各

区
の
総
会
に
職
員
が
出

席
し
住
民
と
語
ら
い
、
各

区
の
実
情
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

全
て
の
区
に
職
員

を
派
遣
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
た
だ
、
地
域
の
意
見

は
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
限
り
伺
っ

て
い
き
た
い
。

商
店
街
で
は
高
齢
化
が
進

み
現
在
の
平
均
年
齢
は
65

歳
、
10
年
後
は
70
歳
を
超
え
多
く

の
商
店
で
は
後
継
者
が
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

現
在
と
将
来
の
状
況
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

半
数
近
く
の

商
店
で
後
継

者
が
い
な
い
、
後
継
者
が
未
婚
と

の
状
況
で
の
中
、
後
継
者
問
題
を

解
決
し
な
け
れ
ば
商
店
の
存
続
が

難
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。

独
自
の
特
徴
を
生
か
し
た

新
し
い
施
策
を
行
う
必
要

が
あ
る
が
。

商
工
会
が
実

施
し
て
い
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
や
街

路
灯
の
維
持
管
理
の
経
費
等
の
助

成
を
実
施
し
て
い
る
が
、
新
た
な

施
策
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
等
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

空
き
地
、
空
き
店
舗
の
利

用
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

条
例
の
整
備
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

空
き
家
が
増
加
す

る
と
、
住
民
の
生

活
環
境
等
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
条
例
の
整
備
を
進
め
た
い
。

観
光
客
が
地
元
で
消
費
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て

実
行
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

観
光
客
の
要

求
や
様
々
な

体
験
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

問　早急な河川整備を
答　引き続き整備の要望を行っていきたい

根 本 年 生　議員

企
画
課
長

総
務
課
長

高
齢
化
が
進
む
商
店
街

の
活
性
化
に
つ
い
て

行
政
が
町
民
に
寄
り
添

い
、
町
民
と
共
に
考
え
、

悩
み
行
動
す
る
こ
と
に
よ
り
こ
の

局
面
を
打
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

行
政
、
町
民
の
役
割

を
見
極
め
、
町
が
踏

み
込
め
る
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
と

行
っ
て
い
き
た
い
。
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問

問

問

問問

町
　長

建
設
課
長

企
画
課
長

高
速
バ
ス
の

　
　

 

運
行
に
つ
い
て

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

河
川
整
備
の
重
要
性
に
つ

い
て
は
何
回
と
な
く
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。
大
多
喜
中
学
校

入
口
の
外
廻
橋
か
ら
下
流
を
見
る

と
堤
防
に
雑
木
が
茂
っ
て
い
る
。

　

草
刈
り
を
し
て
も
雑
木
は
切
ら

な
い
。
理
解
に
苦
し
む
。

　

河
川
整
備
を
し
な
い
と
大
き
な

災
害
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

町
民
の
命
、
財
産
を
守
る
の
は

行
政
の
責
務
、
早
急
に
河
川
整
備

を
県
に
強
く
要
望
し
て
欲
し
い
。

問　早急な河川整備を
答　引き続き整備の要望を行っていきたい

志関武良夫　議員

い
ま
ま
で
も
河
川

の
整
備
に
つ
い
て

は
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
た

い
。

　

ま
た
、
防
災
意
識
の
声
を
高
め

て
減
災
に
向
け
て
ハ
ー
ド
面
、
ソ

フ
ト
面
の
整
備
を
一
体
的
に
進
め

る
た
め
、
大
規
模
氾
濫
に
関
す
る

減
災
対
策
協
議
会
が
先
月
発
足
し

て
い
る
。高

速
バ
ス
の
運
行
乗
車
率

は
運
行
当
初
よ
り
も
上

が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

運
行
に
際
し
て
、
当
初
か
ら
町

内
ゴ
ル
フ
場
の
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
ど
の

よ
う
な
条
件
で
、
ど
の
よ
う
な
協

力
が
得
ら
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

町
内
及
び
近
隣
ゴ

ル
フ
場
の
う
ち
４

つ
の
ゴ
ル
フ
場
か
ら
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
協
力
内
容
と
し
て

は
、
ゴ
ル
フ
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

メ
ン
バ
ー
会
報
へ
の
掲
載
、
品
川

周
辺
企
業
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
の
送
付
な
ど
で
す
。

　

ゴ
ル
フ
場
か
ら
の
条
件
は
特
に

設
け
て
い
な
い
。

ゴ
ル
フ
場
だ
け
で
な
く
、

い
ろ
い
ろ
な
企
業
に
も
協

力
を
お
願
い
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ゴ
ル
フ
場
の
ほ
か
各

事
業
者
、
企
業
に
営

業
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
多
喜
駅
へ
の
乗
り
入

れ
を
行
い
、
そ
れ
な
り
に
効
果
が

上
が
っ
て
い
る
た
め
、
観
光
客
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
幅
広
く
進
め

て
い
き
た
い
。

人
口
減
少
は
全
国
的
な
問

題
で
あ
る
。
未
婚
者
等
に

ど
の
よ
う
な
支
援
対
策
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

支
援
事
業
と

し
て
、
婚
活

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
の
ほ
か
、
青
年

サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
、
出
会
い

の
場
を
広
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
民
生
委
員
と
共

同
で
新
た
な
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。

他
県
の
町
村
で
海
外
の
方

を
対
象
と
し
た
結
婚
活
動

の
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
成

功
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
当

町
で
支
援
体
制
を
作
る
考
え
が
あ

る
の
か
。

関
係
団
体
や

町
内
に
住
ん

で
い
る
外
国
人
の
方
な
ど
多
方
面

か
ら
意
見
を
聞
き
、
よ
り
効
果
的

な
方
法
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

外廻橋から下流の夷隅川

年間
乗車人数 13,148人

1日平均
乗車人数 36人

1便当たり
乗車人数 3.04人

平成28年度
高速バス利用実績

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長
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問

問 建
設
課
長

企
画
課
長

企
画
課
長

問 問

問

企
画
課
長

町
　長

過
去
を
知
ら
ず
し

て
現
在
は
な
い
。

ま
し
て
や
未
来
は
つ
く
れ

な
い
。
天
災
は
忘
れ
た
頃

に
や
っ
て
く
る
。
尊
い
犠

牲
を
出
し
た
当
町
に
お
け

る
災
害
の
歴
史
は
今
で
も

身
に
詰
ま
さ
れ
る
。
災
害

を
実
際
に
こ
の
身
で
体
験

し
た
歴
史
の
証
人
と
し
て

後
世
に
伝
え
て
い
く
責
務

が
あ
る
。

　

当
町
で
は
河
川
の
氾
濫

を
防
ぐ
た
め
に
堤
防
は
実

際
、
充
分
に
機
能
を
果
た

し
て
い
る
の
か
。
現
状
で

は
そ
の
強
度
に
つ
い
て

検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
川
底
の
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫
作

昭和45年激甚災害　桜台・久保周辺

問　

災
害
有
事
の
対
応
に
つ
い
て

答　

避
難
所
の
備
蓄
品
な
ど
計
画
的
に
充
実
を

　
　

図
り
た
い

問　

第
３
次
総
合
計
画
等
の
積
極
的
推
進
に

　
　

つ
い
て

答　

実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
た
い

麻生　剛　議員

業
は
ど
う
な
の
か
。
い

つ
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な

手
順
で
行
わ
れ
て
い
る
の

か
。

堤
防
の
越

流
、
決
壊

は
な
い
た
め
機
能
は
果

た
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

　

検
証
は
、
夷
隅
土
木
事

務
所
で
年
１
回
目
視
に
よ

る
確
認
、
出
水
後
の
パ
ト

ロ
ー
ル
、
土
砂
の
堆
積
状

況
を
確
認
し
て
い
る
。

　

浚
渫
工
事
は
、
管
理
上

支
障
が
あ
る
箇
所
に
つ
い

て
実
施
し
て
い
る
。

い
ざ
、
災
害
有
事

が
起
き
避
難
所
が

開
設
さ
れ
た
場
合
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
よ

り
段
ボ
ー
ル
の
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
設
置
や
母
子
の
授

乳
部
屋
の
設
置
等
の
対
応

が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ

ら
に
対
応
す
る
準
備
は
で

き
て
い
る
か
。

プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保

護
な
ど
環
境
を
整
え
る

た
め
に
必
要
な
備
蓄
品
に

つ
い
て
は
優
先
順
位
を
定

め
、
計
画
的
に
充
実
を
図

り
た
い
。

　

要
配
慮
者
と
さ
れ
る
妊

産
婦
、
乳
幼
児
等
は
県
で

作
成
し
た
災
害
時
に
お
け

る
避
難
所
運
営
の
手
引
き

を
参
考
に
適
切
な
対
応
に

努
め
る
。

総
務
課
長

問
昨
年
度
策
定
し
た

大
多
喜
町
第
３
次

総
合
計
画
及
び
実
施
計
画

に
つ
い
て
、
構
想
、
ビ

ジ
ョ
ン
を
町
民
と
共
有
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
周
知

す
る
た
め
の
発
信
力
強
化

を
考
え
て
い
る
の
か
。

総
合
計
画

等
に
つ
い

て
は
町
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
策
定
し
た
経
緯
も

あ
り
、
あ
る
程
度
の
方
々

と
は
共
有
し
て
い
る
と
考

え
る
。
今
後
も
計
画
の
周

知
に
努
め
た
い
。

渡 辺 善 男　議員

前
期
基
本
計
画
に

あ
る
分
野
別
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
予
定
ど
お
り

推
進
で
き
て
い
る
の
か
。

分
野
別
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
状
況
は
、
平

成
28
年
度
決
算
確
定
後
に

調
査
・
検
証
す
る
た
め
、

現
在
把
握
は
で
き
て
い
な

い
。

基
本
構
想
、
基
本

計
画
も
大
事
で

す
が
、
実
施
計
画
が
最
も

注
目
さ
れ
る
計
画
だ
と
思

う
。

　

環
境
等
変
わ
る
中
で
、

今
後
実
施
計
画
の
見
直
し

を
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ

る
の
か
伺
い
た
い
。

実
施
計
画

は
毎
年
施

策
項
目
ご
と
に
進
捗
状
況

や
課
題
を
確
認
し
、
見
直

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

第
３
次
総
合
計
画

を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
、
経
験
と
実
行
力

が
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
各
施
策
の
成

果
を
踏
ま
え
、
実
現
の
可

能
性
や
継
続
性
の
観
点
か

ら
、
今
後
の
町
政
運
営
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
政
運
営
の

基
本
的
な
考

え
は
財
政
基
盤
の
安
定
。

最
大
の
課
題
は
人
口
減

少
対
策
。
若
者
の
定
住
化

に
向
け
た
施
策
を
進
め
た

い
。

　

こ
れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
手
掛
け
、
動
き

だ
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け

て
努
力
し
て
い
き
た
い
。
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平成２８年４月から助成を始めました。
助成限度額　特定不妊治療１回１０万円、一般不妊治療
年間５万円
（平成２８年度助成実績　11件、助成額　691,094円）
詳しい助成の内容は、広報おおたき平成29年7月号に掲
載しています。

配布希望調査を行い、配布希望のあった区に配布しました。
主な配布先　部田区300本、筒森区200本、
　　　　　　平沢区・小内区120本、県民の森100本

議会での質問や意見に答える町執行部、その答弁がその
後どうなったのか・・・対応を追跡します。

不妊治療に町独自の上乗せ助成を  平成27年12月会議

寄附される梅の苗木の配布方法について　
平成28年6月会議

平成２８年４月からの実施を考えている。

まとまったところに植栽したほうが景観もよくなる。
有効利用が図れるよう今後検討したい。

その後

その後

質　問

質　問

答　弁

答　弁

追跡追跡あの質問どうなったの？

編集後記
　議会では様々な町の課題の解決に向けての活動を皆様にわかりやすくお届けできるよう努力して
まいります。
　引き続き住みよいまちづくりに皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げます。

議会報編集委員会
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ギャラリー

「庭に咲く白彼岸花」
大多喜写真同好会

鈴木  由里子さん（平沢）

○問合せ　健康福祉課　保健予防係　☎82−2168

作り方

45 管理栄養士
金坂　直子

きれいに野菜をそろえると、見た目にも美味しくいただけます。
ラー油はお好みで調整してください。
８月に開催した「男性のための料理教室」でも美味しいと好評でした。

【１人分の栄養価】
エネルギー133Kcal
たんぱく質10.6ｇ
脂質5.8ｇ

食塩相当量1.3ｇ

①鍋に鶏肉とひたひたの水、塩をひとつまみ入れて火に
かける。沸騰したらアクを取り、弱火にして５分茹で
る。蓋をしたまま粗熱を取る。
②きゅうりは細切り、トマトは薄切りにする。長ねぎ、
しょうがはみじん切りにする。
③①の鶏肉は皮を取り、肉の繊維に沿って割く。
④②の長ねぎ・しょうがと㋐を混ぜ合わせる。
⑤皿にトマト、きゅうり、鶏肉の順に盛り付け、④の
ソースをかける。

棒棒鶏（バンバンジー）
■材料（２人分）
鶏むね肉	 １/３枚
きゅうり	 ２本
トマト	 １/２個
長ねぎ	 １０㎝
しょうが	 １/２かけ
	　　砂糖	 小さじ２
㋐　しょうゆ	 大さじ１
　　白ねりごま	 大さじ１
　　ラー油	 小さじ1/2

▲男性の料理教室でもチャレンジ
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	「声
の
広
報
」
広
報
紙
の
録
音
Ｃ
Ｄ
は
役
場
健
康
福
祉
課
・

図
書
館
・
西
畑
出
張
所
・
老
川
出
張
所
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

災
害
情
報
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

町
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」




